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◉
会
場
＝
福
島
八
幡
宮
境
内

◉
公
演
時
間
＝

▽
９
月
23
日
㈷
20
時
～
※
口
開
け
公

演▽
９
月
24
日
㈮・
25
日
㈯・
26
日
㈰

①
13
時
30
分
～
②
15
時
～
③
16
時

30
分
～
④
19
時
～
⑤
20
時
30
分
～

※
１
日
５
回
公
演
、
１
回
の
公
演
時

間
は
約
30
分

◉
主
催
＝
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
保

存
会

◉
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
文
化
振
興

係
（
☎
２
３・１
９
８
２
）

平
成
22
年
度
　
八
女
の
祭
り

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形

吉よ
し
の
や
ま
き
つ
ね
た
だ
の
ぶ
は
つ
ね
の
つ
づ
み

野
山
狐
忠
信
初
音
之
鼓

【
今
年
の
芸
題
】

　
白
壁
の
町
並
み
を
ゆ
っ
く
り
歩

き
ま
せ
ん
か
。
車
中
か
ら
で
は
気

づ
か
な
い
、
い
ろ
ん
な
発
見
が
き
っ

と
あ
る
は
ず
で
す
。

《
内
容
》
大
茶
会
、
伝
統
工
芸
職

人
実
演
、
人
力
車
に
よ
る
町
並
み

散
策
、
和
太
鼓
の
競
演
、
町
並
み

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。

《
そ
の
他
》
横
町
町
家
交
流
館
の

中
庭
に
、
灯
明
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
竹

灯
り
」
を
展
示
し
ま
す
。（
制
作
＝

八
女
消
防
本
部
互
助
会
）

《
内
容
》
八
女
の
伝
統
工
芸
で
あ
る

八
女
提
灯
と
八
女
手
す
き
和
紙
、

そ
し
て
灯
り
を
用
い
た
ま
つ
り
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
絵
や
文
字
を

伝
統
工
芸
と

芸
能
の
祭
典

八女の祭り
実行委員会事務局・
八女市観光振興課
（☎ 23・1192）

２
６
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」。
こ
の
燈
籠
人
形
の
「
燈あ

か
り
」
と
、
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に

指
定
さ
れ
た
八
女
提
灯
の
「
灯あ

か
り
」、
ま
た
八
女
は
電
照
菊
の
発
祥
の
地
と
し
て
全
国

的
に
有
名
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
「
あ
か
り
」
を
テ
ー
マ
に
八
女
の
伝
統
文
化
・
産

業
を
ア
ピ
ー
ル
し
、「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」
を
伝
承
し
て
い
き
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
間
は
祭
り
直
前
の
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
屋
ま
つ
り

提
灯
ま
つ
り

９
月
24
日
㈮

～
26
日
㈰

【
会
場
】
八
女
伝
統
工
芸

館
周
辺
・
本
町
筋
周
辺
・

福
島
八
幡
宮

◦
９
月
24
日
㈮
～
26
日
㈰

◦
八
女
福
島
の
町
並
み

◦
９
月
24
日
㈮
～
26
日
㈰

◦
八
女
伝
統
工
芸
館
横
藤
棚
な
ど

国
指
定

重
要
無
形

民
俗
文
化
財
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広報やめ　2010.9.13

▷雨天の場合、福
島小・八女農高グ

ラ

ウンドには駐車で
きません。

▷「八女の祭り」に来場される人
は、伝

統工芸館北側の「
スーパードラッグ

コス

モス」さんには駐車さ
れないようお願

いします。

�ご注意ください

P＝駐車場
◦八女農高  ◦市役所
◦伝統工芸館西側・北側
◦大正町市役所駐車場
◦ＪＡ本所  ◦福島小
◦清水町公共駐車場

自
由
に
描
い
た
提
灯
を
八
女
伝
統

工
芸
館
横
の
藤
棚
に
飾
り
、
夜
に

は
灯
を
と
も
し
ま
す
。

　
26
日
13
時
か
ら
は
同
館
横
の
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
和
太
鼓
の
競
演
会

を
、
同
日
12
時
か
ら
は
八
女
文
化

会
館
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
行
い
ま

す
。
迫
力
あ
る
演
奏
や
伸
び
や
か

な
歌
声
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
25
日
・
26
日
に
は
鉄
道
記
念
公

園
で
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

《
内
容
》「
あ
か
り
絵
」
は
和
紙
を

貼
っ
た
、
高
さ
約
２
メ
ー
ト
ル
の

立
方
体
。
参
加
者
が
思
い
思
い
の

絵
を
描
い
た
「
あ
か
り
絵
」
が
、

ほ
の
か
に
周
り
を
照
ら
し
な
が
ら
、

白
壁
の
町
並
み
を
パ
レ
ー
ド
し
ま

す
。

　
八
女
自
慢
の
伝
統
工
芸
品
で
あ

る
和
紙
と
提
灯
の
技
術
を
生
か
し

て
造
る
「
あ
か
り
絵
」
は
、
夜
を

美
し
く
彩
り
、
人
々
を
感
動
の
世

界
へ
と
い
ざ
な
い
ま
す
。

《
内
容
》
八
女
の
伝
統
工
芸
品
や

農
産
物
の
販
売
、
食
事
の
提
供
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
大
人
気

の
「
天
装
戦
隊
ゴ
セ
イ
ジ
ャ
ー
」

が
や
っ
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
親
子
な

ど
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

八
女
福
島
仏
壇
の
製
作
実
演
、

手
す
き
和
紙
教
室
、
田
植
え
風
景

の
パ
ネ
ル
展
示
、
生
花
展
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

あ
か
り
絵
パ
レ
ー
ド

地
場
産
ま
つ
り

◦
９
月
25
日
㈯ 

18
時
30
分

◦
矢
原
町
→
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
９
月
25
日
㈯・26
日
㈰ 

10
時
～

◦
八
女
伝
統
工
芸
館
と
そ
の
周
辺

大
和
花
道
　
平
島
社
中

◦
期
間
＝
９
月
24
日
㈮
～
26
日
㈰

　

10
時
～
21
時
※
入
場
無
料

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
横
町
町

　

家
交
流
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

※
八
女
市
の
50
周
年
記
念
の
折
に
、
当

時
の
市
町
村
会
館
に
お
い
て
人
間
国
宝

の
酒
井
田
柿
右
衛
門
先
生
と
長
谷
川
法

世
先
生
と
の
対
談
の
会
場
に
展
示
し
た

作
品
で
す
。

創
作
い
け
ば
な
展

創
作
い
け
ば
な
展

交通規制区間　
9/24～26
13時～21時30分

（25・26日のみ駐車可）

（25・26日のみ駐車可）



西
日
本
短
期
大
学
附
属
高
等

学
校
（
以
下
西
短
大
附
）

が
甲
子
園
に
登
場
し
た
の
は
大
会

６
日
目
の
第
４
試
合
、
対
戦
相
手

は
日
川
（
山
梨
）
。

プ
レ
イ
ボ
ー
ル
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
響
き
、
一
斉
に
守
備
に
つ
く

西
短
大
附
の
選
手
。
全
国
制
覇
以

来
の
勝
利
を
信
じ
、
ア
ル
プ
ス
ス

タ
ン
ド
か
ら
は
選
手
に
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
西
短
大
附

の
先
制
点
は
２
回
。
４
番
打
者
の

金
子
大
喜
選
手
の
打
っ
た
打
球
は

左
翼
ス
タ
ン
ド
へ
一
直
線
。
待
望

の
先
取
点
に
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン

ド
は
大
い
に
わ
き
上
が
り
ま
し
た
。

最
前
列
で
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の

応
援
を
引
っ
張
る
応
援
団
は
、
ベ

ン
チ
入
り
か
ら
外
れ
た
３
年
生
９

人
が
つ
と
め
ま
す
。
選
手
と
と
も

に
甲
子
園
入
り
し
こ
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。
団
長
の
寺
垣
亮
平
さ
ん

（
３
年
）
は
「
負
け
る
気
は
し
な
い
。

初
戦
だ
が
緊
張
し
て
い
る
様
子
も

な
い
。
こ
の
ま
ま
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。
５
回
に

も
２
点
を
加
え
た
西
短
大
附
。
さ

ら
に
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
応
援

は
熱
を
お
び
て
き
ま
す
。
そ
の
中
、

笑
顔
で
ナ
イ
ン
を
応
援
す
る
西
短

大
附
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
。
甲
子
園

出
場
が
決
定
し
た
日
に
呼
び
掛
け

て
集
ま
っ
た
10
人
で
結
成
。
こ
の

日
の
た
め
２
週
間
あ
ま
り
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の

南
リ
ホ
さ
ん
（
３
年
）
は
「
今
の

ペ
ー
ス
を
崩
さ
ず
に
西
短
の
野
球

を
し
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
ナ
イ

夏の甲子園 2010
第92回全国高校野球選手権大会

福岡県代表
西日本短期大学附属高等学校

１

６ ５

３ ２

４

感
動
を

あ
り
が
と
う

西
短
大
附

高
野
球
部

第
92
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に
６
年
ぶ
り
５
回
目
の
出
場

を
果
た
し
た
西
日
本
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
。
ベ
ス
ト
８
を
か

け
た
新
潟
明
訓
（
新
潟
）
と
の
戦
い
で
は
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

甲
子
園
で
の
18
年
ぶ
り
の
勝
利
と
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
ひ
た

む
き
な
プ
レ
ー
で
私
た
ち
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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ン
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
西

短
大
附
に
と
っ
て
の
最
大
の
ピ
ン

チ
が
訪
れ
た
の
は
８
回
。
日
川
に

２
点
を
返
さ
れ
、
さ
ら
に
１
死
満

塁
。
し
か
し
ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
で
ピ

ン
チ
を
切
り
抜
け
る
と
ア
ル
プ
ス

ス
タ
ン
ド
は
安
ど
の
声
と
と
も
に

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
裏

に
は
４
点
を
加
え
、
大
き
く
勝
利

を
引
き
寄
せ
た
西
短
大
附
。
９
回

の
日
川
の
攻
撃
を
お
さ
え
、
18
年

ぶ
り
の
勝
利
に
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン

ド
は
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

２
安
打
と
活
躍
し
、
勝
利
に
貢
献

し
た
堤
寛
太
選
手
の
母
・
堤
聖
子

さ
ん
は
「
息
子
に
と
っ
て
夢
の
甲

子
園
。
１
試
合
で
も
多
く
試
合
を

し
て
ほ
し
い
」
と
拍
手
を
送
り
な

が
ら
話
し
ま
し
た
。

ベ
ス
ト
８
を
か
け
た
新
潟
明
訓

（
新
潟
）
と
試
合
は
、
息
詰
ま
る
投

手
戦
と
な
り
、
惜
し
く
も
０
対
１

で
敗
れ
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
私
た
ち
に
全
力
プ
レ

ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ベ
ン
チ
入
り
の
選
手
18
人
の
う

ち
５
人
が
市
内
の
中
学
校
出
身
の

選
手
た
ち
。
こ
の
こ
と
は
、
市
内
の

野
球
チ
ー
ム
な
ど
で
練
習
に
励
む

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
希
望
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
18
年

ぶ
り
の
優
勝
旗
を
持
ち
帰
る
こ
と

は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の

夢
は
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
も
受

け
継
が
れ
て
い
く
は
ず
で
す
。
み
な

さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
感
動
を
く
れ

た
西
短
大
附
野
球
部
。
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
、
そ
し
て
あ
り
が
と
う
。

７

1アルプススタンドには市内などから約
千人が応援に駆けつけました2兵庫県
立御影高校のブラスバンド部。職員同
士が知り合いでブラスバンド部のない西
短大附の応援を盛り上げてくれました3
点数が入り盛り上がるアルプススタンド
4チームスローガン「誇」5最前列で
応援を引っ張る応援団6元気いっぱい
声援を送るチアリーダー7日川戦の後
グラウンドの選手とともに校歌を歌う応
援団8日川戦のゲームセットが告げられ
ると応援団らは喜びを爆発させました

２回戦 8月12日 第6日 第4試合

日　川 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２
西短大附 ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ ４ ７

３回戦 8月16日 第10日 第3試合

西短大附 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
新潟明訓 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

◦２ 回 戦　１０－０　朝倉
◦３ 回 戦　　７－３　福岡中央
◦４ 回 戦　　４－１　福工大城東
◦５ 回 戦　　４－０　福翔
◦準々決勝　　２－１　糸島
◦準 決 勝　　５－１　飯塚
◦決 勝　　４－０　東福岡

８

甲子園への軌跡甲子園への軌跡

甲子園での戦い甲子園での戦い

広報やめ　2010.9.15



6　2010.9.1　広報やめ

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

で
す
。
こ
の
日
を
含
む

１
週
間
（
日
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
）を「
救
急
医
療
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。こ
の
期
間
に
、

全
国
各
地
で
救
急
に
か
か
わ

る
様
々
な
取
り
組
み
が
実
施

さ
れ
、
八
女
消
防
本
部
に
お

い
て
も
、
八
女
市
、
広
川
町

な
ど
の
関
係
機
関
と
共
催
に

よ
り
「
平
成
22
年
救
急
・
防

災
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
白
百
合
幼
稚
園

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る

鼓
笛
隊
演
奏
、
救
急
救
助

訓
練
な
ど
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

健
康
相
談
お
よ
び
血
圧
測
定

な
ど
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
９
月
９
日
㈭
９
時

～⃝
場
所
＝
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女

店⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
消
防

本
部
予
防
課
（
☎
２
４
・
１

１
１
９
）

平
成
22
年

救
急・
防
災
フェア

を
開
催
し
ま
す

清
流
矢
部
川
の
水
の
流
れ
と
と
も
に
月
日
を
重
ね
、
文
化
を
創
り
、
そ
の
恩

恵
を
受
け
て
き
た
八
女
地
域
。
矢
部
川
物
語
は
、そ
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、

八
女
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て
行
う
夏
祭
り
で
す
。
毎
年
８
月
８
日

に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
日
程
を
延
期
し
、
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｐ駐車場（17時～22時）
※22時に施錠します。
①総合体育館＝３００台
②南 中 学 校＝２５０台
③家 畜 市 場＝１５０台
④べんがら村＝１００台
◦駐車場およびその周辺道路
　は混雑が予想されますので、
　乗り合わせか自転車などで
　ご来場ください。駐車場以
　外の駐車はご遠慮ください。
◦夜道は暗いので、懐中電灯
　を持参しましょう。
◦車両通行止め区間は、自転
　車は押して歩きましょう。

矢
部
川
物
語

第
14
回

《
主
催
》
矢
部
川
物
語
実
行
委
員
会

（
福
岡
八
女
農
業
協
同
組
合
、
八
女
商
工
会
議
所
、
八
女
市
観
光
協
会
、

矢
部
川
漁
業
協
同
組
合
、
八
女
市
行
政
区
長
会
、
べ
ん
が
ら
村
、
八
女
市
）

交通規制・駐車場配置図

　
★
期
日
＝
９
月
18
日
（
土
）

★
会
場
＝
宮
野
公
園
（
べ
ん
が
ら
村
横
）

★
主
な
イ
ベ
ン
ト

◦
14
時
30
分
～

　
ア
ユ
の
つ
か
み
ど
り
大
会

　（
宮
野
公
園
駐
車
場
特
設
会
場
）

※
14
時
か
ら
現
地
で
受
付
。
１
回
１
０

０
円
、
小
学
生
以
下
先
着
２
０
０
人

◦
17
時
～

　
物
産
販
売
、ジ
・ビ
ー
ル
祭
り

◦
19
時
～

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
①
和
太
鼓
の
演
奏

　（
八は

ち
ひ
め

女
神
太
鼓
、
Ｚザ

イ

オ

ン

Ｉ
Ｏ
Ｎ
）

　
②
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

　（
Ｓス

タ

ジ

オ

Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
　
Ｃカ

ラ

ー

Ｌ
Ｏ
Ｒ
）

◦
20
時
08
分
～
（
約
30
分
間
）

　
光
と
音
楽
の
花
火
大
会

※
雨
天
時
は
夜
の
イ
ベ
ン
ト
と
花
火
大
会

の
み
20
日
（
月
）
に
延
期

★
問
い
合
わ
せ

◦
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

地
域
支
援
課
（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

▼
平
日
17
時
15
分
～
、
土
・
日
曜

市
役
所
代
表
電
話（
☎
２
３・１
１
１
１
）

【
期
日
】
９
月
18
日
（
土
）

花火
1,500発

車両通行止め区間
（19時～21時30分）

立入禁止区間
（８時～ 24 時）

通行禁止区間
（19時～21時30分）

　
　
　

八
女
消
防
本
部
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左
図
の
着
色
し
た
区
域
に
つ
い

て
、
下
水
道
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
地
元
で
の
説
明
会
に
出
席
で
き

な
か
っ
た
人
、
そ
の
ほ
か
希
望
さ
れ

る
人
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
区
域
＝
左
図
参
照
（
北
平
塚
、
南

平
塚
、
東
唐
人
町
、
大
島
、
納
楚
、

栄
町
、北
馬
場
、南
馬
場
、東
馬
場
、

大
福
寺
、
下
津
江
の
着
色
範
囲
）

◦
日
時
＝
９
月
15
日
㈬
19
時
30
分
～

◦
会
場
＝
八
女
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
旧
中
央
公
民
館
）
第
３
研

修
室
（
２
階
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
　

下
水
道
工
務
係（ 

☎
２
３・１
６
７
０
）

下
水
道
総
務
係（ 

☎
２
３・１
１
４
８
）

　
国
勢
調
査
は
、
我
が
国
に
住
ん
で
い
る
人
を

対
象
と
す
る
国
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
統
計
調

査
で
、
国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
「
統
計
法
」
と
い
う
法
律
に
基

づ
き
実
施
さ
れ
、
申
告
義
務
に
つ
い
て
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
勢
調
査
に
参
加
す

る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
義
務
の
一つ
な
の
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
議
員
定
数
や
地
方
交
付
税

の
配
分
を
決
め
た
り
都
市
計
画
や
社
会
福
祉
政

策
、
経
済
計
画
、
防
災
計
画
な
ど
を
立
て
た
り

す
る
と
き
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
将
来
人
口
の
予
測
や
人
口
分

析
な
ど
の
研
究
、
企
業
の
製
品
開
発
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
調
査
結
果
が
使
わ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
10
月
１
日
の
午
前
０
時
現
在

で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
正
９
年
の
調
査

か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
９
月
23
日
か
ら
調
査
員
（
全
国
で
約
80
万
人

強
、
八
女
市
で
は
３
８
０
人
）
が
皆
さ
ん
の
お

宅
に
伺
い
、
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。
調
査

票
が
届
い
た
ら
、「
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
」

を
よ
く
読
ん

で
、
必
ず
黒

鉛
筆
ま
た
は

黒
シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
シ
ル
で

記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

記
入
し
た
調
査
票
は
、
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
の
間
に
、
調
査
員
が
再
度
お
宅
に
う
か
が
い

回
収
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
は
、
10
月
１
日
現
在
日
本
国
内

に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
（
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
）
全
員
で
、
外
国

人
も
国
籍
に
関
係
な
く
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
登
録
に
関
係
な
く
、
ふ
だ
ん
住

ん
で
い
る
場
所
で
調
査
し
ま
す
が
、
病
院
な
ど

に
３
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
病
院

な
ど
で
調
査
し
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
は
、
世
帯
全
員
の
「
男
女
の
別
」

「
出
生
年
月
日
」「
就
業
状
況
」「
通
勤
・
通
学
地
」

「
住
居
の
種
類
」
な
ど
全
部
で
20
項
目
の
大
規
模

調
査
で
す
。

　
調
査
の
内
容
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に

守
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
れ
た
り
、
統
計
を
作
成

す
る
以
外
の
目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
万
一
に
も
調
査
関
係
者
が

他
（
家
族
も
含
む
）
に
も
ら
し
た
と
き
は
、
罰

せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
集
計
が
終
了
し
た
調

査
票
は
、
総
務
省
で
溶
か
し
て
処
分
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
安
心
し
て
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
宅
に
伺
う

調
査
員
に
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
部
総
務
課
総
務
法
制
係

　
　
　
　
　（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

国
勢
調
査
と
は

調
査
日
は
10
月
１
日

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま
す

対
象
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で

調
査
内
容
は
20
項
目
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守

国勢調査と称し
て、

家族構成や従
業員

の名前を電話
で紹

介する「かたり調
査」

にご注意くださ
い。

「かたり調査」に

ご注意を！
● ●

● ●● ●

● ● ● ●

国勢調査は、日本の未来、地域のまち
づくりのための基礎資料になります！

センサスくん
平成 22 年 10 月 1 日

下
水
道
事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
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なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

や
は
り
、
気
持
ち
を
若
く
持

つ
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
健
康
管
理
は
施
設
が

し
て
く
れ
る
の
で
、
私
は
運
動
を

す
る
こ
と
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

ー
山
浦
清
冶
さ
ん
（
87
歳
）

八
幡
校
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
お
世
話
を

し
て
い
ま
す
。
責
任
を
感
じ
て
い
ま

す
。
料
理
教
室
で
、
腕
を
ふ
る
っ
て
み
ん
な

に
喜
ん
で
食
べて
も
ら
う
の
も
楽
し
み
で
す
。

ー
川
口
　
都
子
さ
ん
（
78
歳
）

家
に一人
で
い
る
と
ボ
ケ
る
よ
」
と

言
わ
れ
、
毎
日
、
電
動
機
で
こ

こ
に
通って
い
ま
す
。
嫁
さ
ん
が
よ
く
し

て
く
れ
る
の
が
、本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

ー
山
内
ヨ
シ
エ
さ
ん
（
86
歳
）

楽
し
み
は
折
り
紙
で
す
。
つ

れ
あ
い
を
な
く
し
32
年
に

な
り
ま
す
が
、
入
院
し
て
い
た
と

き
、
看
護
師
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
近

所
の
人
に
教
え
る
の
も
や
り
が
い

の一つ
で
す
。

ー
今
村
ト
シ
子
さ
ん
（
83
歳
）

今
は
暑
い
け
ん
、
昼
間
は
こ
こ
に

き
て
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
朝
や
夕

方
は
、
車
で
山
に
登
っ
て
農
作
業
を

し
て
い
ま
す
。
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
て

も
らっ
て
い
ま
す
。

ー
橋
本
キ
ク
ヱ
さ
ん
（
77
歳
）

毎
朝
、
４
時
半
ご
ろ
に
畑
に
行
っ

て
１
時
間
ほ
ど
作
業
を
し
ま

す
。
テ
レ
ビ
の
国
会
中
継
も
楽
し
い

で
す
ね
。
夜
は
早
く
寝
る
こ
と
。
笑

う
こ
と
も
大
事
。こ
こ
の「
お
達
者
会
」

で
冗
談
を
言
い
合
っ
て
い
ま
す
。

ー
樋
口
安
次
さ
ん
（
96
歳
）

い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
、
帽
子
や

マ
フ
ラ
ー
を
編
む
の
も
楽
し

み
の一つ
で
す
。
そ
れ
を
、
道
の
駅

た
ち
ば
な
で
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

ー
堤
　
安
津
子
さ
ん（
92
歳
）

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す

る
こ
と
。
こ
の
髪
も
自
分
で
つ

ん
だ
と
で
す
よ
。
間
食
は
せ
ず
、
焼
酎

を
毎
日
１
合
飲
む
の
が
楽
し
み
で
す
。

ー
入
部
　
福
次
さ
ん
（
92
歳
）

お
嫁
さ
ん
と
仲
良
く
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
好
き
な
仕
事
は
畑
仕

事
で
す
。今
は
キュ
ウ
リ・ト
マ
ト
が
なっ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
嫁
さ
ん
が
近
所
に

お
す
そ
分
け
し
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ

し
い
で
す
。
ま
た
、
畑
仕
事
を
す
る
た

め
に
体
力
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

ー
今
村
ヒ
ト
ヱ
さ
ん
（
86
歳
）

毎
日
、
日
記
を
つ
け
て
い
ま
す
。

２
、
３
日
た
ま
っ
た
と
き
は
、

今
日
、
昨
日
、
お
と
と
い
と
逆
に
思

い
出
し
て
書
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ー
栗
原
ス
ミ
カ
さ
ん
（
90
歳
）

元
気
で
す
！

９
月
20
日
は
、
敬
老
の
日
。「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く

し
て
き
た
お
年
寄
り
を
敬
愛
し
、長
寿
を
祝
う
日（
祝
日
法
）」

で
す
。
み
ん
な
で
そ
の
意
義
を
じ
っ
く
り
と
考
え
な
が
ら
、

連
休
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。
高
齢
化
率（
65
歳
以
上
）

が
29
パ
ー
セ
ン
ト
（
７
月
末
現
在
）
に
達
し
た
八
女
市
に
お

い
て
は
、
な
お
さ
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
ま
わ
り
の
祝

福
は
と
も
か
く
、
ご
本
人
に
と
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

最
も
大
事
に
し
た
い
こ
と
は
、
や
り
が
い
の
あ
る
暮
ら

し
を
送
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

７
月
の
暑
い
さ
な
か
、
高
齢
者
で
に
ぎ
わ
う
市
の

施
設
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
ま
し
た
。

「
あ
な
た
に
と
っ
て
、
元
気
の
素
は

何
で
す
か
」
と
。

ゆいの森
（矢部）

ゆいの森
（矢部）

かがやき
（立花） ふじの里

（黒木）

かがやき
（立花）

そよ風
（星野）

共生の森
（高塚）

ふじの里
（黒木）

共生の森
（高塚）

そよ風
（星野）

【
人
権
セ
ミ
ナ
ー
・
や
め
２
０
１
０
】

《
第
４
回
》

◦
日
時
＝
９
月
15
日
㈬
19
時
30
分
～

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階
大
会
議
室

◦
演
題
＝
病
気
に
関
す
る
人
権
問
題
「
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
か
ら
学
ぶ
」
～
こ
の
教
訓

を
ど
う
生
か
す
の
か
～

◦
講
師
＝
国
立
療
養
所
長
島
愛
生
園
学
芸

員
・
田
村
朋
久
さ
ん

《
第
５
回
》

◦
日
時
＝
９
月
22
日
㈬
19
時
30
分
～

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階
大
会
議
室

◦
演
題
＝
高
齢
者
の
人
権
「
認
知
症
の
早

期
発
見
・
予
防
と
治
療
」
講
師
＝
久
留
米

大
学
高
次
脳
疾
患
研
究
所
教
授
・
森
田

喜
一
郎
さ
ん

【
巡
回
人
権
セ
ミ
ナ
ー
】

◦
日
時
＝
９
月
16
日
㈭
14
時
30
分
～

◦
会
場
＝
八
女
市
黒
木
総
合
支
所
大
会
議

室◦
演
題
＝
「
み
ん
な
で
認
知
症
を
考
え
ま

し
ょ
う
」
講
師
＝
第
二
宅
老
所
よ
り
あ
い
・

村
瀬
孝
生
さ
ん
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児
童
手
当
か
ら
の
制
度
変
更

に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら

新
た
に
受
給
対
象
と
な
っ
た
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
人
は
、
９
月

30
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
ま
す
と

４
月
か
ら
の
手
当
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
10
月
１
日
以
降
の
申
請
に
な
る

と
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

♥
子
ど
も
手
当
の
受
給
対
象
者

　
平
成
22
年
４
月
１
日
に
お

い
て
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
人
、
外

国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
、（
不

法
滞
在
者
お
よ
び
短
期

滞
在
者
は
対
象
外
）
か

つ
中
学
校
修
了
前
の
お
子

さ
ん
を
養
育
さ
れ
て
い
る
人
。

（
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

♥
申
請
が
必
要
な
人

《
新
規
の
申
請
》

▼
平
成
７
年
４
月
２
日
生
以
降

（
中
学
３
年
生
以
下
）
の
お
子
さ

ん
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
人
で
、

平
成
22
年
３
月
31
日
に
お
い
て
、

八
女
市
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
な
い
人
。（
所
得
超
過・未
申
請
）

《
増
額
の
申
請
》

▼
平
成
７
年
４
月
２
日
生
～
平
成

９
年
４
月
１
日
生
（
中
学
２
年
生

～
中
学
３
年
生
）
の
お
子
さ
ん
を

監
護
・
養
育
し
て
い
る
人
で
、
平

成
22
年
３
月
31
日
に
お
い
て
八
女

市
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
。

※ 

公
務
員
の
人
は
所
属
庁
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

♥
申
請
が
不
要
な
人

▼
平
成
９
年
４
月
２
日
生
以
降

（
中
学
１
年
生
以
下
）
の
お
子
さ

ん
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
人
で
、

平
成
22
年
３
月
31
日
に
お
い
て
八

女
市
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
。♥

受
付
に
必
要
な

も
の

▼
認
定
請
求
書

（
４
月
上
旬
に
認

定
請
求
書
を
発

送
し
て
い
ま
す

が
、
紛
失
し
た
場

合
で
も
窓
口
で
受
付
で

き
ま
す
）

▼
印
鑑

▼
受
給
者
名
義
の
預
貯
金
通
帳

▼
受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
写
し

♥
寄
附
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支

援
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
手
当
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
寄
附
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
寄
附
金

額
は
所
得
税
・
住
民
税
の
寄
附
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

♥
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

学
校
訪
問
③

　『
自
主
創
造
、
着
実
勤
勉
、
融
和
協

同
』
は
伝
統
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
る

校
訓
で
す
。
今
年
、
忠
見
中
と
川
崎
中

の
統
合
に
よ
る
「
見
崎
中
」
の
創
立
以

来
、
60
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の

間
の
社
会
の
変
化
は
、
創
立
当
時
か
ら

す
れ
ば
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、見
崎
中
に
は
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
『
見
崎
中
ら
し

さ
』
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
素
直
な

目
」
と
「
穏
や
か
な
心
」
を
持
っ
た
生

徒
の
姿
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
素
直
な
気
持
ち
で
人
の
声
に
耳
を

傾
け
、
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
荒
々
し
い
こ
の
社
会
の
中
で
も
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
創
り
出
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
明
る

い
学
校
で
す
。

　
今
年
度
は
、
特
に
「
伝
え
る
力
・
聴

く
力
」
の
育
成
を
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
人
間
関
係
力
の
育
成(

伝

え
る
力)

と
学
習
者
と
し
て
の
基
礎(

聴

く
力)
の
育
成
は
、見
崎
中
生
に
と
っ
て
、

変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
を
、
た
く
ま

し
く
生
き
抜
く
力
を
つ
け
る
た
め
に
大

切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
女
に
生
ま
れ
育
っ
て
い
る
こ

と
に
誇
り
を
持
ち
、
地
元
の
人
の
生
き

る
姿
か
ら
学
び
、
自
分
の
進
路
を
積
極

的
に
切
り
拓
く
た
め
に
、「
八
女
の
過
去・

現
在
・
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
総
合

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

見
崎
中
学
校

⃝校長　宇佐原　茂　⃝職員数　22 人　⃝学級数　7 学級　　⃝生徒数　170 人

八
女
市
忠
見
１
１
５
５
番
地
（
☎
２
２・５
２
０
７
）

落
ち
着
い
た
明
る
い
学
校

次世代の社会を担う子ども一人一人の育ちを社会
全体で応援する観点から、中学校修了までの児童
を対象に、一人につき月額 13,000 円が支給され
ます。９月30日までに手続きをお済ませください。

子ども手当の手続きは
お済みですか？

真剣に授業
に取り組ん
でいます

毎年、八女
茶の初摘み
体験をして
います

広報やめ　2010.9.19
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黒
木
町
に
「
女じ
ょ
ろ
う
だ
け

郎
岳
」
と
い
う
地
名
が
あ
り

ま
す
。
黒
木
盆
地
を
流
れ
る
矢
部
川
に
は
木
も
っ
き
ょ
う橋

で
有
名
な
南な
ん
せ
ん
ば
し

仙
橋
が
あ
り
、
こ
の
橋
を
渡
り
ま

す
と
、
上
り
坂
の
山
道
を
登
っ
た
と
こ
ろ
の
山や
ま
あ
い間

に
十
三
戸
ば
か
り
の
女
郎
岳
と
言
う
名
称
の
地

区
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
変
わ
っ
た
面
白
い
地

名
の
集し
ゅ
う
ら
く落で

す
。
こ
の
地
区
の
奥
さ
ん
た
ち
が

他よ

そ所
に
行
か
れ
た
時
に
「
あ
な
た
方
は
ど
ち
ら

か
ら
お
見
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
」
と
尋
ね
ら

れ
る
と
「
黒
木
の
女
郎
岳
で
す
」
と
答
え
る
の

が
可お

か笑
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
る
の
で

す
。
そ
う
言
え
ば
変
わ
っ
た
珍
し
い
地
名
で
、
ま

さ
か
こ
の
山や
ま
あ
い間

に
お
女
郎
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
と

は
思
わ
れ
な
い
こ
と
で
す
。い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
ま

し
た
と
こ
ろ
、
ど
う
も
「
女
郎
」
が
貴
品
の
あ
る

「
上じ
ょ
う
ろ
う臈」で

は
な
かっ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
上
臈
と
は
昔
、
宮
中
に
仕
え
た
女じ
ょ
か
ん官

の
上
位

の
方
の
名
称
だ
っ
た
の
で
す
。
位
の
高
い
女
官
の

名
が
つ
い
た
地
名
で
す
か
ら
、
可
笑
し
い
ど
こ
ろ

か
威
張
っ
て
よ
か
地
名
で
す
と
奥
さ
ん
た
ち
に
申

し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。
女
郎
岳
が
ど
う
し
て
上

臈
岳
と
呼
ば
れ
る
か
と
言
え
ば
昔
の
話
で
す
が
、

南
仙
橋
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
下
っ
た
と
こ

ろ
に
四し
じ
ょ
う
の

条
野
と
言
う
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

上
臈
の
待ま
つ
よ
い
の
こ
じ
じ
ゅ
う

宵
小
侍
従
と
言
う
お
方
の
お
屋
敷
が

あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
お
屋
敷
の
背
後
に
そ
び
え

て
い
る
山
を
村
人
は
上
臈
様
に
あ
や
かっ
て
「
上

臈
岳
」
と
呼
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
「
上
臈
」
と
い
う
名
称
は
聞
き
慣な

れ
な
い
名

称
だっ
た
の
で
、いつ
の
頃
か
ら
か
言
い
易
く
て
か

き
易
い
「
女
郎
」
に
書
き
替
え
ら
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
呼
び
名
も
「
上
臈
」
と
「
女
郎
」

と
は
異
な
り
ま
す
が
、庶
民
的
で
わ
か
り
易
い「
女

郎
岳
」の
地
名
に
なっ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
上
臈
の
待
宵
小
侍
従
と
は
ど
ん

な
人
物
で
あ
っ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
黒
木
の

里
に
伝
わ
る
物
語
が
あ
り
ま
す
。

　
今
か
ら
八
百
二
十
年
ば
か
り
前
の
文
治
二
年

（一一八
六
）
の
頃
、黒く
ろ

木ぎ

大お
お
く
ら蔵

大だ
ゆ
う輔

源
み
な
も
と
の

助す
け

能よ
し

と
い

う
侍
さ
む
ら
い
だ
い
し
ょ
う

大
将
が
大お
お
す
み
の
く
に

隅
国
（
鹿
児
島
県
）
大お
お
ね
じ
め

根
占

か
ら
筑
後
国
上か
み
つ
ま
の
こ
お
り

妻
郡
黒
木
郷ご
う

に
移
り
、
黒

木
城
（
別
名
猫ね
こ
お
じ
ょ
う

尾
城
）
を
築
き
居
城
と
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
黒
木
助
能
は
大お
お
ば
ん
や
く

番
役
と
し
て
京

都
御ご
し
ょ所
の
警け
い
ご護
を
命
ぜ
ら
れ
上じ
ょ
う
ら
く洛し
た
の
で
す
。

　
御
所
の
警
備
の
役
を
務
め
て
い
る
時
に
宮
中

に
て
管か
ん
げ
ん弦

の
宴
が
催
さ
れ
、
助
能
は
徳と
く

大だ
い

寺じ

実さ
ね

定さ
だ

卿き
ょ
うの

す
す
め
に
よ
り
笛
の
役
を
仰お
お

せ
つ
か
り

ま
し
た
。
笛
の
名
人
と
し
て
名
高
い
助
能
が
後ご

鳥と

羽ば

天
皇
の
御
前
で
見
事
な
笛
の
音
色
を
奏
し

ま
し
た
の
で
、
天
皇
よ
り
お
褒
め
を
戴
き
「
調し
ら
べ」

の
姓
と
女
官
の
上
臈
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
と
き
の
上
臈
が
待
宵
小
侍
従
と
い
う
美
人
で
、

そ
の
頃
の
女
流
歌
人
と
し
て
新し
ん

古こ
き
ん今

和わ

歌か

集し
ゅ
うに

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
女
官
で
し
た
。

　
待ま

つ
宵よ
い
に 

更ふ

け
行ゆ

く
鐘か
ね
の
声
き
け
ば

　
あ
か
ぬ
別
れ
の
鳥と
り

は
も
の
か
は

と
詠
じ
た
こ
と
か
ら
天
皇
よ
り
「
待
宵
」
の

頭か
し
ら

言こ
と
ば葉
を
授
け
ら
れ
て
上
臈
は
待
宵
小
侍
従

と
申
し
た
の
で
す
。
小
侍
従
は
在
京
中
に
黒

木
四
郎
と
言
う
男
の
子
を
出
産
し
ま
し
た
。

　
三
ケ
年
の
お
勤
め
を
終
え
た
助
能
は
上
臈
の

待
宵
小
侍
従
と
黒
木
四
郎
を
伴
い
帰
国
し
た
の

で
す
。
正
妻
の
春か
す
が日

様
が
帰
国
を
お
待
ち
に
なっ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
待
宵
小
侍
従
と
黒
木
四
郎
を

お
伴
し
て
帰
国
さ
れ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
て
、

嫉し
っ
と妬

の
余
り
に
城
の
下
の
矢
部
川
の
渕
に
身
を

投
じ
ら
れ
た
の
で
す
。こ
の
時
は
乳う

ば母
の
紅こ
う
ば
い梅
と

女に
ょ
う
ぼ
う
が
し
ら

房
頭
の
濃こ
き
ぎ
み君
も
お
伴
し
て
渕
に
身
を
投
じ
ま

し
た
。
身
を
投
じ
ま
し
た
矢
部
川
の
渕
で
は
異
変

が
起
き
て
村
人
を
悩
ま
し
た
の
で
、
城
主
の
助
能

は
剱
を
渕
に
投
じ
て
亡
霊
を
慰
め
ま
し
た
。
異
変

も
治
ま
り
こ
の
渕
を「
剱つ
る
ぎ
が
ふ
ち

ケ
渕
」　
と
呼
ぶ
の
で
す
。

　
身
を
投
じ
ら
れ
た
三
方
の
亡
き
が
ら
は
二
キ

ロ
ば
か
り
川
下
の
築つ
い
じ地

の
瀬せ

で
村
人
に
よっ
て
抱

き
上
げ
ら
れ
三
体
の
観か
ん
の
ん
さ
ま

音
様
と
し
て
お
祀ま
つ

り
さ

れ
ま
し
た
。上
臈
の
待
宵
小
侍
従
は
不
幸
の
あ
っ

た
黒
木
の
城
に
住
む
こ
と
を
嫌
い
、
川
下
の
四し

条じ
ょ
う

野の

の
屋
敷
に
住
み
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
地
が

京
都
の
盆
地
を
流
れ
る
鴨
川
の
四
条
の
川
原
に

相あ
い

似に

た
こ
と
か
ら
小
侍
従
は
「
四
条
野
」
と
名

付
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
四
条
野
の
屋

敷
の
背
面
の
山
が
上
臈
の
待
宵
小
侍
従
の
屋
敷

の
裏
山
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
山
を
「
上
臈

岳
」
と
村
人
が
呼
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
上
臈
岳

の
呼
び
名
が
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
難
し
い
呼
び
名
だっ
た
も
の
で
す
か
ら
いつ

の
間
に
か
、
わ
か
り
易
い「
女
郎
岳
」
と
言
う
呼
び

名
に
変
わ
り
通
称
の
地
名
と
なっ
て
今
に
及
ん
だ
の

に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
は
「
女
郎
岳
」で
は
な

く
、「
上
臈
岳
」だっ
た
よ
う
で
す
。こ
う
な
り
ま
す
と
、

女
郎
岳
の
奥
さ
ん
た
ち
は
恥
ず
か
し
い
と
申
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
ど
こ
ろ
か「
上
臈
」
と
い
う

品
位
の
あ
る
地
名
と
わ
か
り
、今
度
は
胸
張って「
上

臈
岳
で
ご
ざ
い
ま
す
」と
申
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
剱
ケ
渕
の
近
く
国
道
４
４
２
号
に
添
っ
た
と

こ
ろ
に
緑
地
小
公
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
女

流
歌
人
と
し
て
有
名
な
柳
や
な
ぎ

原は
ら

白び
や
く

蓮れ
ん

夫
人
の

歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
九
年

（一九
五
四
）
の
五
月
に
六
十
九
歳
に
な
ら
れ
た

白
髪
の
白
蓮
夫
人
が
黒
木
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
折
り
に
剱
ケ
渕
の
悲
話
を
お
聞
き
に
な
り
、

お
詠
み
に
なっ
た
歌
が
歌
碑
に
刻
ま
れ
てい
ま
す
。

　

ひ
と
を
の
み
し
　
こ
こ
は
渕
か
や
上
臈
の

　
都
恋
し
と
な
き
に
け
む
か
も

　

剱
ケ
渕
に
伝
わ
る
奥
方
と
待
宵
小
侍
従
の
悲

話
を
白
蓮
夫
人
は
詠
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
矢
部

川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
白
蓮
夫
人

の
歌
碑
は
静
か
に
た
た
ず
ん
で
い
る
の
で
す
。
黒
木

町
に
伝
わ
る
悲
話
と
可
笑
し
な
地
名
の
物
語
で
し

た
。
次
号
を
ま
た
楽
し
み
に
待って
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
学
び
の
館　

吉
村　

誠
）

「
上
臈
」が「
女
郎
」
と
なっ
た

嫉
妬
の
余
り
身
を
投
げ
る

柳
原
白
蓮
も
歌
を
詠
む

※「寸寸語」とは徳田秋声の随筆より拝借。「ちょっといい話」という意味です。題字・吉村誠さん やめすんずんご③

女
郎
岳
物
語

じ
ょ
ろ
う
だ
け 

も
の
が
た
り

女郎岳の集落



11

八女支店

（八女市広報H22.9）

広報やめ　2010.9.1

102

23 5
30

9月の
横町町家
交流館の
催し

⃝
地
場
産
品
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

▽
永
松
　
晃
（
大
阪
府
阪
南
市
）

⃝
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
及
び
少
子

化
対
策
事
業

▽
永
松
　
晃
（
大
阪
府
阪
南
市
）

⃝
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
特
定
の
事
業

▽
永
松
　
晃
（
大
阪
府
阪
南
市
）

７
月
末
現
在
累
計
額
＝
８
１
５
万
４
８
６
７
円

⃝
各
小
学
校
へ

▽
西
日
本
新
聞
久
留
米
折
込
セ
ン
タ
ー
㈱

代
表
取
締
役
矢
野
正
美
（
久
留
米
市
）
＝

図
書
「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
」
31
冊
、「
食

卓
の
向
こ
う
側
」
19
冊
、「
小
学
生
か
ら
新

聞
を
読
む
子
は
大
き
く
伸
び
る
」
19
冊

宮
野
町
の
福
島
八
幡
宮
の
大
祭「
放
生
会
」

の
奉
納
行
事
と
し
て
始
ま
っ
た
「
か
ら

く
り
人
形
芝
居
」。
い
わ
ゆ
る
「
八
女
福
島
の

燈
籠
人
形
」
は
、
２
６
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

ち
、
永
い
間
氏
子
の
手
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
あ
る
民
俗
芸
能
で
、昭
和
52
年
に
国
の「
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
演
は
、
総
勢
40
数
名
で
、
今
年
は
９
月

24
日
か
ら
26
日
ま
で
福
島
八
幡
宮
境
内
で
１
日

５
回
上
演
さ
れ
ま
す
。横
町
町
家
交
流
館
で
は
、

か
ら
く
り
人
形
の
操
作
方
法
や
、
人
形
使
い
手

の
法
被
・
道
具
な
ど
あ
れ
こ
れ
を
展
示
し
ま
す
。

⃝
期
間
＝
８
月
31
日
㈫
～
９
月
26
日
㈰

⃝
会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
（
八
女
市

本
町
９
４
番
地
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形

あ
れ
こ
れ

今
昔
物
語
展

102

★日時＝９月19 ㈰～ 26 ㈰ 10 時
～ 16 時※土、日、祝日は、軽食
や地元農産物販売あり。
★場所＝星野村鹿里集落（狸穴線）
★内容＝・第２回フォトコン応募
作品展示

・ミヤギマモル コンサート
《９月２３日（秋分の日）13 時～》
鹿里野外広場（御書塚）　
入場無料※雨天時は 26 ㈰に順延

〈ミヤギマモル〉石垣島生まれ
ＮＨＫ「ちゅらさん」テーマ曲『琉
球ムーン』千昌夫『やいま』、夏
川りみ『愛のチカラ』曲提供　　
★主催＝子鹿の里
★問い合わせ＝鹿友会 樋口さん
　☎０９０・４３４６・２５６０

　
朝
57
年
の
哀
史
、
征
西
将
軍
懐
良
・
良
成
両
親
王
に
従
い
、

現
在
も
大
杣
に
眠
ら
れ
た
良
成
親
王
の
御
陵
墓
を
守
る
五

條
頼
元
卿
一
族
の
遺
徳
を
偲
ぶ
「
五
條
家
御
旗
祭
」
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
門
外
不
出
の
五
條
家
に
伝
わ
る
国
重
要
文
化
財
「
金

烏
の
御
旗
（
※
１
）」「
五
条
家
文
書
（
※
２
）」
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
23
日（
秋
分
の
日
）10
時
～
15
時

◦
場
所
＝
五
條
氏
邸（
黒
木
町
大
渕
小
学
校
前
）

※
雨
天
の
場
合
は
写
真
に
て
観
覧

◦
小
学
生
に
よ
る
揮
ご
う
大
会
＝
五
條
氏
邸

入
口
、
小
学
生
に
よ
る
奉
賛
剣
道
大
会
＝
大

渕
小
学
校
屋
内
運
動
場
13
時
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
五
條
家
宝
物
顕
彰
会
長
稗

田
さ
ん
（
☎
４
５
・
０
０
１
７
）

芸台『吉野山狐忠信初音之鼓』

 

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼（
敬
称
略
）

 

寄
付
の
お
礼
（
敬
称
略
）

鹿里（ろくり）
彼岸花まつり

★
★星野村

★★

五條家
　御旗祭

ごじょうけ 
　みはたまつり

南
北
朝

動
乱
の

ド
ラ
マ
の
舞

台
と
な
っ
た

（※1）金烏の御旗
困難な復元作業完
了後の昭和51年6
月５日、国の重要文
化財に追加指定さ
れた。別名「八幡大
菩薩旗」と称せられ、
後醍醐天皇が皇子
懐良親王を征西将
軍に任ぜられた時、
征西将軍のしるしと
し、節刀とともに授
けられた。

（※2）紙本墨書五条
家文書17巻
鎌倉・南北朝・後南
朝・戦国時代・慶長
時代までの長期間の
書状で、369通17
巻である。

南

Ｈ22 年度市民との協働による
まちづくり提案事業認定
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市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、俳句、
身辺雑記、市へのご意見や質問などの
投稿をお待ちしています。

鎮
魂
の
鐘
に
祈
り
て
原
爆
忌

忘
れ
ま
じ
忘
れ
さ
せ
ま
じ
原
爆
忌

山
肌
に
爪
跡
残
し
梅
雨
明
け
る

華
や
ぎ
て
な
ほ
庭
照
ら
す
百
日
紅

金
鷲
旗
優
勝
決
め
し
背
負
投
げ

大
盥た
ら
ひ

灯あ
か

り
映
し
て
神
輿
待
つ

食
卓
に
花
の
賑
は
ひ
さ
る
す
べ
り

大
掃
除
妻
の
指
図
に
従
へ
り

百
日
紅
星
降
る
里
の
昼
の
華

照
り
つ
け
る
木
陰
に
優
し
合
歓
の
花

甲
子
園
青
春
か
け
る
熱
球
児

●
終
戦
65
周
年
記
念
掲
揚「
平
和
の
文
学
旗
」
掲
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
泉
　
恒
德

・
終
戦
の
玉
音
聴
き
し
木
製
の
満
州
帰
り
の

　
ラ
ヂ
オ
磨
け
り

・
チ
チ
ハ
ル
は
生
ま
れ
故
郷
よ
セ
ピ
ア
色
の

　
写
真
を
「
自
分
史
」
の
カ
ッ
ト
に
選
ぶ

く
す
の
実
俳
句
会

松
尾
ア
サ
子

鍋
島
　
翔
山

吉
泉
　
守
峰

合
原
　
幸
男

平
島
　
照
男

青
木
　
早
弓

内
藤
キ
ヨ
子

三
宅
　
仁
旭

東
野
　
蓉
子

仁
田
原
よ
し
子

加
藤
ツ
ギ
子

　
80
歳
に
な
り
ま
す
。
広
報
紙
の
文
字
が
小

さ
く
て
読
み
に
く
い
で
す
。
せ
め
て
県
だ
よ
り

く
ら
い
の
大
き
さ
に
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
80
歳
・
女
性
）

　
い
つ
も
広
報
や
め
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
意
見
い
た
だ
き
ま

し
た
文
字
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら

小
さ
い
と
の
ご
指
摘
が
あ
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

検
討
し
て
お
り
ま
し
た
。
お
気
づ
き
に
な
ら
れ

た
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
７
月
15
日
号
か
ら
文

字
を
若
干
大
き
く
し
て
い
ま
す
。

　「
も
っ
と
大
き
く
し
て
ほ
し
い
」
と
の
ご
意

見
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
文
字
が
大
き
く

な
れ
ば
１
ペ
ー
ジ
に
入
る
情
報
量
も
少
な
く
な

り
、
そ
の
た
め
に
ペ
ー
ジ
数
も
増
え
る
こ
と
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
当
分
は
こ
の
大
き
さ
で
作

り
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
お
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
広
報
や
め
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
市
長
公
室
秘
書
広
報
係
）

　
共
生
の
森
を
い
つ
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
風
呂
場
の
脱
衣
所

に
い
す
が
３
脚
し
か
な
く
、
足
腰
の
悪
い
人
が

多
く
、
壁
に
寄
り
か
か
り
不
安
定
な
状
態
で

着
脱
し
て
い
ま
す
。
広
川
町
の
は
な
や
ぎ
の
里

に
は
長
椅
子
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
安
全
の
た

め
に
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
60
歳
代
・
女
性
）

　
い
つ
も
共
生
の
森
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
び
は
、
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
早
速
、
広
川
町
は
な
や
ぎ
の
里
を
見

学
に
行
き
写
真
を
撮
っ
て
き
ま
し
た
。

　
と
り
あ
え
ず
、
交
流
館
に
あ
っ
た
木
製
の
椅

子
の
高
さ
を
低
く
調
整
し
て
３
脚
設
置
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
長
椅
子
の
設
置
な
ど
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
皆
様
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
健
康
課
）

共
生
の
森
の
脱
衣
所
に

椅
子
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

広
報
紙
の
文
字
を
大
き
く
し
て
ほ
し
い

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な
ど
、

あ
な
た
の「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
は
が
き

や
フ
ァッ
ク
ス
な
ど
を
利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
市
長
へ
の
は
が
き
」
は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
的
な
ご
意

見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど

か
ら
直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住

所・
氏
名・
電
話
番
号
等
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
無
責
任
な
誹
謗・
中
傷
と
思
わ
れ
る
意
見

書・
提
案
書
に
つ
い
て
は
対
応
し
か
ね
ま
す
。

◎
八
女
市
総
合
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

　

あ
な
た
の
申
し
出
に
よ
り
、
あ
な
た
に
代
わ
っ

て
市
政
に
対
す
る
苦
情
を
簡
易
迅
速
に
処
理
し
、

市
の
仕
事
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る

と
き
は
、
市
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
る

意
見
表
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
＝
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

事
務
局
（
総
務
課
内 

☎
２
３
・
１
１
１
１
）

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 22.9）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファックスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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９月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
　※本館の開館時間＝平　日10 時～ 20 時
　                         土日祝 10 時～18 時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3112

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

　
棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た
星
野
村
広

内
の
棚
田
に
対
し
、
鹿
里
の
棚
田
は
知

る
人
ぞ
知
る
穴
場
的
ス
ポ
ッ
ト
。
し
か

し
一
度
訪
れ
た
人
は
、
黄
金
色
に
輝
く

稲
穂
と
棚
田
を
縁
取
る
赤
い
彼
岸
花
の

美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
鹿

里
で
樋
口
さ
ん
が
、
地
元
の
主
婦
仲
間

10
人
と
農
産
物
販
売
グ
ル
ー
プ
『
子
鹿

の
里
』
を
立
ち
上
げ
た
の
は
３
年
前
。

「
元
々
は
地
域
の
食
文
化
を
伝
承
し
よ

う
と
、
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
を
先
生
に

し
て
、
漬
物
の
付
け
方
や
山
菜
の
味
付

け
な
ど
を
習
っ
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
そ
し
た
ら
団
体
客
に
お
昼
を

出
し
て
欲
し
い
な
ど
の
注
文
が
入
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
は
美
し

い
棚
田
の
風
景
と
田
舎
の
味
を
堪
能
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
地
域
で
『
鹿
里
彼

岸
花
ま
つ
り
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
樋
口
さ
ん
は
東
京
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
星
野
村
出
身
の
一
弘
さ
ん
と
出

会
い
結
婚
。
20
年
前
に
家
族
で
星
野
村

へ
帰
り
、
農
家
の
主
婦
に
な
り
ま
し
た
。

「
そ
れ
ま
で
田
舎
を
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
言
葉
や
習
慣
な
ど
慣
れ
る
ま
で
は

大
変
で
し
た
。
し
か
し
子
ど
も
の
成
長

と
と
も
に
馴
染
ん
で
い
っ
て
、
今
で
は

緑
の
中
で
暮
ら
す
生
活
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
」。
星
野
は
星
も

自
然
も
美
し
い
と
こ
ろ
。
ま
た
、
地
域

の
こ
と
も
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
面
白

く
、
好
き
に
な
っ
た
と
樋
口
さ
ん
。

「
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
の
集

落
で
、
美
し
い
棚
田
を
守
っ
て
い
く
の
は

一
苦
労
で
す
。
棚
田
で
子
ど
も
の
田
植

え
体
験
な
ど
も
企
画
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
お
米
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
る
の

か
学
ぶ
機
会
が
増
え
た
こ
と
は
い
い
こ

と
で
す
ね
。
こ
こ
を
訪
れ
る
人
に
は
あ

り
の
ま
ま
を
見
て
、感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

何
も
な
い
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
自
分
た
ち

で
楽
し
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
し
、
子
鹿

の
グ
ル
ー
プ
も
無
理
な
く
楽
し
く
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

農
産
物
販
売
グ
ル
ー
プ「
子
鹿
の
里
」代
表  
樋
口 
裕ゆ

う
こ子
さ
ん（
星
野
村
鹿ろ
く

里り

）

《上陽、立花、矢部、星野分館の休館日》
※月曜および祝・休日、最終金曜日
6 ㈪、13 ㈪、20 ㈪、23 ㈷、24 ㈮★、27 ㈪

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日
6 ㈪、13 ㈪、24 ㈮★27 ㈪ 
 ★は館内整理日のため休館図書館の休館日

9 月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

「黄金色の稲穂と彼岸花が美しい鹿里の
棚田をぜひ見にきてください」と樋口さん。

（星野村農産物直売所「びそん」にて）

美しい棚田の里「鹿里」で

　絵本や紙芝居など親子で
お楽しみください。
♥本館　
〈日時〉4日、11日、18日、
25日
※いずれも土曜日14時～
〈場所〉おはなしコーナー

♥黒木分館　

〈日時〉11日㈯11時～
〈場所〉おはなしコーナー

9月のよみきかせ 八
女
市
立
図
書
館
上
陽
分
館

と
な
り
、
は
や
４
年
。
近

隣
か
ら
の
利
用
者
も
増
え
、
皆
様

に
馴
染
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
毎

日
、元
気
い
っ
ぱ
い
の
小・中
学
生
、

親
子
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
山
々
に
囲
ま
れ
自
然
豊
か

な
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
ゆ
っ
く
り

し
た
時
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
上
陽
公
民
館
の
中
の
小
さ
い
図

書
館
で
す
が
、
そ
の
時
期
の
テ
ー

マ
本
の
紹
介
や
月
に
一
度
、
移
動

図
書
館
車
で
４
か
所
を
巡
っ
て
い

ま
す
。
上
陽
の
特
色
を
生
か
し
、

利
用
者
の
要
望
を
取
り
入
れ
た

本
の
選
書
に
心
が
け
、
皆
さ
ん
に

身
近
で
愛
さ
れ
る
図
書
館
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
上
陽
分
館
で
は
水
木

し
げ
る
さ
ん
の
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎

の
本
、
さ
が
し
絵
シ
リ
ー
ズ
等
が

人
気
。
近
く
に
来
ら
れ
た
時
は
気

軽
に
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

9月のあかちゃんよみきかせ

　0 歳～ 2 歳児を対象に
よみきかせやわらべうた
などをします。
♥本館　

〈日時〉15日㈬11時～
〈場所〉おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》
※火曜および祝・休日、最終金曜日
7㈫、14㈫、20㈷、21㈫、23㈷、24㈮★、28㈫

鹿
里
彼
岸
花
ま
つ
り

◦
開
催
＝
９
月
19
日
㈰
～
26
日
㈰
※
土

日
祝
は
軽
食
や
地
元
農
産
物
の
販
売
あ

り
※
11
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

八女市立図書館　上陽分館
　上陽公民館1階

地
域
に
愛
さ
れ
る
図
書
館

《
本
館
の
９
月
の
テ
ー
マ
図
書
》

一
般
＝
文
学
賞
、児
童
＝
秋

分館
紹介

読
書
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
で
お
気
に
入
り
の

１
冊
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か

地域の食文化を伝承

21
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８
月
７
日
㈯
～
８
日
㈰
に
「
第

12
回
ふ
れ
あ
い
カ
ヌ
ー
教
室
＆
カ

ヌ
ー
大
会
」
が
、
八
幡
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、

市
内
宮
島
の
矢
部
川
流
域
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
２
日
間
で
約
３
０
０

人
の
親
子
が
カ
ヌ
ー
の
楽
し
さ
を

体
験
。
最
初
は
怖
が
っ
て
い
た
子

が
し
ば
ら
く
す
る
と
笑
顔
で
パ
ド

ル
を
操
っ
た
り
、
２
人
用
に
乗
っ

て
い
た
小
さ
な
子
が
１
人
用
に
乗

り
換
え
て
す
い
す
い
と
す
す
ん
だ

り
と
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。参
加
し
た
一
人
は「
初
め
て
だ
っ

た
け
ど
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
こ
ぐ

の
が
楽
し
か
っ
た
」
と
満
足
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
８

日
㈰
に
は
希
望
者
に
よ
る
カ
ヌ
ー

大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
女
市
矢
部
村
田
ノ
本
市
有
林
（
約
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
ク
ヌ
ギ
林
）
の
下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
７
月
23
日
㈮
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

矢
部
村
と
柳
川
市
は
、「
森
林
の
緑
か
ら
有

明
海
の
再
生
」
を
合
言
葉
に
森
林
を
守
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

福
岡
県
有
明
海
海
苔
共
販
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
、八
女
市
公
有
林
管
理
専
門
委
員
会
、

八
女
森
林
組
合
矢
部
支
所
、
八
女
市
矢
部

支
所
な
ど
か
ら
57
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
朝

か
ら
照
り
つ
け
る
太
陽
に
、
下
刈
り
作
業
は

か
な
り
大
変
で
し
た
が
、
参
加
者
の
頑
張
り

で
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
上
流
、
下
流
域
の
み
ん
な
で
協
力

し
森
林
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

体
験
を
通
じ
て
は
ぐ
く
む
力

下
流
域
と
と
も
に

森
林
を
守
る

親
子
で
カ
ヌ
ー
体
験

八
幡
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

「
第
８
回
市
民
教
育
賞
」受
賞　

旭
座
人
形
芝
居
保
存
会

青
パ
ト
を
21
台
整
備
し
、活
動
強
化

参加した子どもたちと指導員

表彰式後上演しました

出陣式後、出発していく青パト

生い茂った草を刈っていきました

矢部川を自由にこいで回る参加者たち

７
月
24
日
㈯
～
26
日
㈪
、
長
崎
県
の
国
立

諫
早
青
少
年
自
然
の
家
で
、
２
泊
３
日
の
八
女

市
青
少
年
教
育
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

新
八
女
市
誕
生
後
初
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
に
参

加
し
た
80
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
野
外
炊
飯
・

ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
・
沢
の
ぼ
り
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
体
験
。
市
内

の
各
小
中
学
校
か
ら
集
ま
っ
た
小
学
５
年
か
ら

中
学
３
年
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
の
垣
根
を

超
え
て
、
み
ん
な
で
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

や
た
く
ま
し
く
や
り
と
げ
る
力
な
ど
を
は
ぐ
く

み
ま
し
た
。キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
一
人
は
、「
と

て
も
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
た
。
ま
た
来
年

も
参
加
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

八
女
警
察
署
少
年
補
導
員
連
絡
会
青
パ

ト
出
陣
式
が
７
月
30
日
㈮
、
八
女
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
連
絡
会
は
八
女
警
察

署
管
内
の
八
女
市
・
広
川
町
で
の
少
年
の
非

行
防
止
や
健
全
育
成
活
動
を
推
進
す
る
団

体
で
す
。
今
年
の
春
の
警
察
署
統
合
に
よ
る

活
動
強
化
を
図
る
た
め
に
、
青
色
回
転
灯

装
着
車
両
を
21
台
に
増
や
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
補
導
員
の
士
気
高
揚
と
少
年
犯
罪
が

多
発
す
る
夏
休
み
に
効
果
的
な
運
行
を
図

ろ
う
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
後
、
青
色
回
転

灯
を
つ
け
た
21
台
は
市
内
の
巡
回
に
出
発
し

ま
し
た
。

14

８
月
１
日
㈰
、「
第
８
回
市
民
教
育
賞
」（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

「
地
域
社
会
教
育
賞
」
を
黒
木
の
旭
座
人
形

芝
居
保
存
会
が
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
子
ど
も
や
若
者
た
ち
を
育
て

る
こ
と
に
情
熱
を
も
っ
て
地
道
に
取
り
組
む

人
物
な
ど
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。今
回
は
、

長
年
に
わ
た
り
笠
原
小
学
校
へ
の
人
形
浄
瑠

璃
の
指
導
を
含
め
た
保
存
会
の
継
承
活
動
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
保
存
会
会
長
の
石
崎
政

雄
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
皆

さ
ん
に
評
価
さ
れ
光
栄
で
す
」
と
素
直
に
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。
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８
月
１
日
㈰
に
「
卓
球
講
習
会
」

お
よ
び
「
第
１
回
夏
季
卓
球
大
会
」

が
八
女
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
習
会
に
は
、
八
女
地

区
の
高
校
生
・
一
般
・
マ
ス
タ
ー
ズ

65
人
が
参
加
。
初
心
者
向
け
の
講

習
会
で
は
、
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
・
バ
ッ

ク
ハ
ン
ド
の
打
ち
方
、
サ
ー
ブ
の
出

し
方
を
学
び
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
卓
球
大
会
が
行
わ
れ
、
60
歳
代
、

70
歳
以
上
の
部
で
は
「
ラ
ッ
キ
ー
」

「
ド
ン
マ
イ
」
と
会
場
内
に
声
が
響

き
渡
り
、
最
高
齢
の
78
歳
の
男
性

は
熱
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
観
客

を
わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。
大
会
結
果

は
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
が
職
場
体
験

操
法
の
技
術
を
競
う

東
八
女
支
部
消
防
操
法
大
会

星
野
と
矢
部
の
自
然
に

学
ぶ  

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

ピ
ン
ポ
ン
で
元
気
は
つ
ら
つ
！

ＴＯガーデン大久保武司講師による講習会

消防署職員から体験談などを聞く３人

一斉に花開いたひまわり

優勝した八女市矢部消防団

竹パン作りを楽しむ子どもたち

黒
木
小
学
校
の
６
年
生
68
人
は
７
月

26
日
㈪
～
30
日
㈯
の
間
、
市
内
の
事
業

所
な
ど
12
か
所
で
職
業
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

28
日
㈬
に
八
女
東
消
防
署
で
職
業
体

験
を
し
た
の
は
栗
原
秀
斗
く
ん
、
原
航
生

く
ん
、
小
森
悠
矢
く
ん
の
３
人
。
午
前
中

に
消
防
車
両
の
説
明
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
見

た
後
、
午
後
に
は
、
放
水
訓
練
。
火
災

時
に
近
い
水
圧
を
体
験
す
る
と
３
人
と
も

「
重
い
」と
い
っ
て
驚
い
た
様
子
で
し
た
が
、

消
防
士
の
大
変
さ
を
肌
で
感
じ
た
よ
う
で

し
た
。
３
人
は
「
消
防
署
の
仕
事
の
知
ら

な
い
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
」
と
話
し
、「
絶
対
消
防
士
に
な
り

た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

第
29
回
福
岡
県
消
防
協
会
東
八

女
支
部
消
防
操
法
大
会
が
、
８
月

１
日
㈰
に
八
女
市
豊
岡
運
動
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
八
女
市
黒
木
消

防
団
６
チ
ー
ム
、
八
女
市
星
野
消

防
団
２
チ
ー
ム
、
八
女
市
矢
部
消

防
団
１
チ
ー
ム
の
計
９
チ
ー
ム
で

小
型
ポ
ン
プ
の
操
法
技
術
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に

約
１
か
月
間
、
練
習
を
行
っ
て
き

た
各
チ
ー
ム
は
十
分
に
そ
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
優
勝
し
た
八

女
市
矢
部
消
防
団
は
９
月
５
日
㈰

に
行
わ
れ
る
福
岡
県
消
防
操
法
大

会
に
東
八
女
支
部
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
勝 

八
女
市
矢
部
消
防
団

２
位 

八
女
市
黒
木
消
防
団
第
２
分
団

３
位 

八
女
市
黒
木
消
防
団
第
６
分
団

２
０
１
０
サ
マ
ー
キ
ャン
プ「
星
の

村
夢
キ
ャン
プ 

星
と
山
と
川
で
あ
そ

ぼ
う
」が
７
月
24
日
㈯
～
８
月
２
日

㈪
に
星
野
村
の
上
郷
交
流
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど

も
た
ち
が
自
然
の
中
で
長
期
の
共

同
生
活
を
行
い
、
困
難
に
立
ち
向
か

う
勇
気
や
忍
耐
力
、
自
主
性
を
養っ

て
も
ら
お
う
と
始
ま
り
、
今
年
で
10

回
目
。
県
内
か
ら
集
まっ
た
小
学
５

年
か
ら
中
学
２
年
ま
で
の
男
女
あ
わ

せ
て
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、９
泊

10
日
の
間
、沢
登
り
や
星
座
観
察
な

ど
星
野
村
や
矢
部
村
の
自
然
を
満

喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
日
目
に
は

麻
生
県
知
事
が
視
察
に
訪
れ
、
野

外
調
理
で
竹
パン
づ
く
り
に
挑
戦
す

る
子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し
ま
し
た
。

こ
の
夏
、
上
陽
町
の
シン
ボ
ル「
洗

玉
橋
」
そ
ば
の
畑
に
、ひ
ま
わ
り
が

咲
き
ま
し
た
。
上
陽
は「
陽
が
上
る
」

と
書
く
の
で
太
陽
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
ひ
ま
わ
り
は
上
陽
に
ぴっ
た
り
の

花
。こ
の
ひ
ま
わ
り
は
地
元
の
地
域

づ
く
り
団
体
「
爺
婆
（
地
場
）
で
ガ

ン
バル
協
議
会
」
が
６
月
１
日
㈫
に

種
を
ま
い
て
育
て
た
も
の
で
す
。
同

協
議
会
は
８
月
８
日
㈰
に
も
「
し
も

や
ま
和
楽
べ
会
」と
合
同
で
、わ
ら
べ

の
里
研
修
セ
ン
タ
ー（
旧
下
横
山
小

学
校
）
お
よ
び
朧
大
橋
周
辺
に
ひ
ま

わ
り
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。「
わ
ら
べ

の
森
王
国
ラ
ン
ド
秋
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
る
10
月
31
日
ご
ろ
に
は
見
ご

ろ
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
ひ
ま
わ
り
は
、
悪
玉
コレ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
下
げ
る
働
き
を
も
つ
オ
レ
イ

ン
酸
を
多
く
含
む
品
種
で
す
。
種
は

収
穫
し
、
搾
油
後
健
康
食
品
と
し

て
商
品
開
発
す
る
予
定
で
す
。

上
陽
の
花
咲
き
誇
る
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玉
竜
旗
ベ
ス
ト
８
進
出
！ 

八
女
学
院
高
校
女
子
剣
道
部

見
え
な
い
も
の
を
描
く

く
ろ
ぎ
ざ
ぶ
ん
塾

戦
争
な
き
世
界
を
平
和
の
火
に
誓
う

八
女
市
平
和
祈
念
式
典

７
月
24
日
㈯
か
ら
26
日
㈪
ま
で
マ
リ
ン

メ
ッ
セ
福
岡
で
行
わ
れ
た
玉
竜
旗
高
校
剣

道
大
会
で
八
女
学
院
高
校
女
子
剣
道
部

（
利
根
大
介
部
長
・
古
賀
成
三
郎
監
督
・

山
下
千
安
貴
さ
ん
・
久
間
愛
香
さ
ん
・
古

賀
仁
子
さ
ん
・
川
原
礼
奈
さ
ん
・
功
能
由

依
さ
ん
・
桐
明
里
早
さ
ん
・
喜
田
瑞
希
さ

ん
・
西
沙
織
さ
ん
）
が
ベ
ス
ト
８
に
進
出

し
ま
し
た
。

順
調
に
勝
ち
進
み
準
々
決
勝
で
は
桐
蔭

学
園
に
惜
し
く
も
敗
れ
た
も
の
の
「
優
秀

賞
」
を
獲
得
。
ま
た
久
間
さ
ん
が
「
優
秀

選
手
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
主
将
の
山

下
さ
ん
は
「
３
年
生
最
後
の
試
合
で
悔
い

の
な
い
最
高
の
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
満
足
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

く
ろ
ぎ
ざ
ぶ
ん
塾
夏
の
教
室
「
め
ざ
せ

創
造
力
」
が
、
７
月
28
日
㈬
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
ふ
じ
の
里
で
市
内
の
小
中
学
生
約

70
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師

は
挿
絵
作
家
の
西
の
ぼ
る
さ
ん
。「
見
え
る

も
の
よ
り
感
じ
る
も
の
を
描
く
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
ま
ず
班
ご
と
に
見
え
な
く
て

感
じ
る
も
の
を
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
後
出
て
き
た
「
未
来
」「
思
い
」「
音
」「
気

持
ち
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
絵

に
描
い
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
の
班
ご
と

の
発
表
で
は
、
一
人
ひ
と
り
ど
ん
な
ふ
う
に

描
い
た
の
か
し
っ
か
り
と
発
言
で
き
て
い

ま
し
た
。
最
初
は
少
し
と
ま
ど
い
な
が
ら

も
協
力
し
な
が
ら
創
造
力
を
働
か
せ
た
絵

が
完
成
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
潮
社

編
集
部
の
池
田
雅
延
さ
ん
を
講
師
に
、
文

章
を
書
く
時
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す

く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

広
島
原
爆
の
火
が
燃
え
続
け
る

星
野
村
で
８
月
６
日
㈮
、
平
和
祈

念
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。
旧
星
野

村
で
は
故
山
本
達
雄
さ
ん
が
持
ち

帰
っ
た
原
爆
の
残
り
火
を
引
き
継

ぎ
、
毎
年
広
島
原
爆
の
日
に
平
和

記
念
式
典
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今

年
は
合
併
し
て
初
め
て
の
式
典
と
な

り
、
市
内
の
全
小
中
学
校
や
各
団

体
な
ど
か
ら
平
和
の
祈
り
を
込
め

た
折
り
鶴
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

星
野
小
６
年
の
山
本
真
波
さ
ん

は
「
こ
の
火
が
あ
る
の
は
平
和
に
つ

い
て
学
ぶ
た
め
。
二
度
と
戦
争
を

起
こ
し
て
い
は
い
け
な
い
」と
訴
え
、

星
野
中
３
年
の
山
科
慶
典
さ
ん
は

「
こ
の
火
を
通
し
て
、
自
分
の
ま
わ

り
か
ら
、
そ
し
て
世
界
中
へ
平
和
へ

の
願
い
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

誓
い
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
八
女
市
平
和
祈
念
式

典
千
羽
鶴
献
呈
者

○
星
の
シ
ル
バ
ー
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

○
八
女
市
立
図
書
館
利
用
者
○
ミ

ニ
ミ
ニ
原
爆
展
来
場
者
○
青
少
年

教
育
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
保
護
者
○

八
女
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
○
福
岡
県

建
設
労
働
組
合
八
女
支
部 

主
婦
の

会
○
自
治
労
八
女
市
職
員
労
働
組

合
○
三
潴
郡
川
崎
文
化
連
盟
○
福

島
小
学
校
○
長
峰
小
学
校
○
上
妻

小
学
校
○
三
河
小
学
校
○
八
幡
小

学
校
○
忠
見
小
学
校
○
川
崎
小
学

校
○
岡
山
小
学
校
○
上
陽
北
汭
学

園
小
学
部
北
川
内
小
学
校
○
黒
木

小
学
校
○
黒
木
西
小
学
校
○
木
屋

小
学
校
○
笠
原
小
学
校
○
大
淵
小

学
校
○
北
山
小
学
校
○
白
木
小
学

校
○
立
花
小
学
校
○
星
野
小
学
校

○
福
島
中
学
校
○
南
中
学
校
○
見

崎
中
学
校
○
上
陽
北
汭
学
園
中
学

部
上
陽
中
学
校
○
黒
木
中
学
校
○

筑
南
中
学
校
○
矢
部
中
学
校

ベスト８と健闘した八女学院高校女子剣道部

「この灯を永遠に」を合唱する星野中の生徒

班で決めたキーワードをもとに描く子どもたち

世
代
を
超
え
た
交
流 

七
夕
ま
つ
り

「
七
夕
ま
つ
り
」
が
８
月
１
日
㈰
、

多
世
代
交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
今
年
で
９
回

目
を
迎
え
、
２
５
０
人
の
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
多
世
代
交

流
事
業
実
行
委
員
会
の
手
作
り
の

ま
つ
り
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

４
５
０
人
の
参
加
者
た
ち
は
、
７

歳
に
な
っ
た
新
１
年
生
の
お
祝
い
と

し
て
の
「
七
夕
揮
毫
会
」、
昔
の
伝

承
遊
び
の
「
も
の
づ
く
り
体
験
」、「
バ

ザ
ー
」
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

先生に手を添えてもらい書きあげました



九
州
大
会
や
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

た
市
内
の
中
学
生
と
高
校
生
が
、
８
月
５
日

㈭
市
長
に
出
場
の
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
訪
れ
た
の
は
、
九
州
中
学
校
剣
道

競
技
大
会
に
出
場
す
る
上
陽
北
汭
学
園
上
陽

中
学
校
剣
道
部
（
馬
場
達
也
さ
ん
、
久
間
大

輝
さ
ん
、
松
門
絋
平
さ
ん
、
髙
田
翔
太
さ
ん
、

川
口
諒
さ
ん
）
の
５
人
と
全
国
中
学
校
水
泳

競
技
大
会
に
出
場
す
る
福
島
中
学
校
水
泳
部

（
池
田
裕
子
さ
ん
、
原
睦
実
さ
ん
、
島
﨑
衿
菜

さ
ん
、
井
上
真
奈
さ
ん
、
牛
島
望
さ
ん
）
の

５
人
と
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
出

場
す
る
八
女
高
等
学
校
２
年
の
堤
大
輔
さ
ん
。

上
陽
北
汭
学
園
上
陽
中
学
校
剣
道
部
は
、

８
月
１
日
㈰
に
行
わ
れ
た
県
中
学
校
剣
道
大

会
で
準
優
勝
し
、
九
州
中
学
校
剣
道
競
技
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
主
将
の
馬
場

さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
力
強
く
述
べ

ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
中
学
校
水
泳
部
は
県
中
学
校

水
泳
競
技
大
会
の
４
０
０
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ

ー
リ
レ
ー
で
２
位
に
入
る
と
と
も
に
、
全
国

大
会
標
準
記
録
を
突
破
し
、
自
動
的
に
全
国

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
５
人
は
「
九

州
大
会
で
は
表
彰
台
を
、
全
国
で
は
ベ
ス
ト

タ
イ
ム
を
目
指
し
た
い
」。

八
女
高
等
学
校
の
堤
さ
ん
は
、
全
九
州
高

等
学
校
水
泳
競
技
大
会
の
自
由
形
50
メ
ー
ト

ル
で
全
国
大
会
標
準
記
録
を
突
破
し
、
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
堤
さ
ん
は
「
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
市
長
は
「
皆
さ
ん
の
出
場

は
、
八
女
市
民
や
私
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
こ

と
。
日
ご
ろ
の
力
を
十
分
発
揮
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

一
般
女
子
の
部

優
勝　
松
崎
佳
代
子
（
た
ち
ば
な
ド
リ
ー
ム
）

準
優
勝　
堤
紗
也
佳　
（
西
短
附
高
）

３
位　

加
藤
直
子
（
黒
木
西
卓
球
ク
ラ
ブ
）・

武
井
千
草
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）

女
子
60
歳
代
の
部

優
勝　
小
川
チ
エ
子（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝　
木
庭
智
子
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）　

３
位　

山
部
美
恵
子
（
筑
後
市
卓
球
協
会
）・

大
塚
清
子
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
）

女
子
70
歳
以
上
の
部　

優
勝　
田
中
洋
子
（
筑
後
市
卓
球
協
会
）　

準
優
勝　
岩
熊
愛
子
（
筑
後
市
卓
球
協
会
）

３
位　

船
津
イ
サ
子
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ

ブ
）・
穴
見
ミ
ヨ
子
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
）

一
般
男
子
の
部

優
勝　
橋
本
法
明
（
た
ち
ば
な
ド
リ
ー
ム
）　

準
優
勝　
松
崎
義
明
（
た
ち
ば
な
ド
リ
ー
ム
）

３
位　
麻
生
祐
一
（
筑
後
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｄ
Ｏ
Ｇ
）・

服
部
功
季
（
黒
木
町
卓
球
教
室
）

男
子
60
歳
代
の
部

優
勝　
下
川
紘
一
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
）

準
優
勝　

鴫
山
康
弘
（
田
代
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ

ブ
）

３
位　
内
藤
昭
典
（
木
屋
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
）・

森
田
宣
昭
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
）

男
子
70
歳
以
上
の
部

優
勝　
西
江
九
州
男
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）　

準
優
勝　

梅
野
清
日
出
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
ク

ラ
ブ
）
３
位　

武
藤
精
孝
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン

ク
ラ
ブ
）・
丸
山
貴
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）

女子７０歳以上の部入賞の皆さん

（写真上）大会に向けた抱負
を語る上陽北汭学園の選手の
皆さん

（写真中）九州大会、全国大
会に出場する福島中学校水
泳部の選手

（写真下）大会での健闘を誓
い市長と握手をかわす堤さん

男子７０歳以上の部入賞の皆さん

第
１
回
八
女
市
夏
季
卓
球
大
会　

　
　
　
　
　
　

期
日　

８
月
１
日
㈰

　
　
　
　
　
　

会
場　

八
女
市
総
合
体
育
館

ＳＰＯＲＴＳ

九
州
大
会
・
全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

祝
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む
か
し
ば
な
し
「
も
も
た
ろ
う
」

を
劇
団
リ
ト
ル
ウ
イ
ン
グ
が
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
仕
立
て
ま
し
た
。

⃝
日
時
＝
９
月
19
日
㈰
、
昼
公
演

13
時
開
演
、
夜
公
演
18
時
開
演

※
開
場
30
分
前

⃝
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

⃝
入
場
料
＝
前
売
り
５
０
０
円

（
当
日
６
０
０
円
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
中
島
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
５
２
８
８
・
２
０
７
４
）

　
高
専
ロ
ボ
コ
ン
九
州
沖
縄
地
区

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
競
技
の

詳
細
は
久
留
米
高
専
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
10
月
17
日
㈰
12
時
30
分
開
演

⃝
会
場
＝
久
留
米
市
み
づ
ま
総
合

体
育
館

⃝
申
し
込
み
＝
往
復
は
が
き
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
１
枚
に
つ
き

最
大
3
人
）
※
受
付
９
月
１
日
～

22
日
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

久
留
米
高
専
「
ロ
ボ
コ
ン
」
係

（
☎
０
９
４
２
・
３
５
・
９
３
１
７
）

〒
８
３
０
‐
８
５
５
５
久
留
米
市

小
森
野
１
‐
１
‐
１

お
知

ら
せ

⃝
日
時
＝
９
月
23
日
㈷
11
時
～

⃝
会
場
＝
い
わ
井

⃝
参
加
資
格
＝
40
歳
ま
で
の
独
身

男
女
（
男
性
20
人
、
女
性
20
人
）

⃝
参
加
費
＝
男
性
４
千
円
、
女
性

３
千
円

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
結
婚

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
・
５

９
０
０
）※
受
付
11
時
～
18
時
、月・

火
曜
定
休
日
、
八
女
文
化
会
館
内

★
結
婚
希
望
者
（
初
婚
・
再
婚
）

の
登
録
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
現

在
登
録
数
男
性
４
５
３
人
、
女
性
３

８
５
人
、
婚
約
・
成
婚
数
53
組

⃝
講
演
＝
「
笑
っ
て
元
気
～
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
人
づ
く
り
～
」
講
師
・
矢

野
大
和
さ
ん
（
大
分
県
文
化
振
興

県
民
会
議
委
員
ほ
か
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課（
☎
２
３・

１
９
８
２
）

　
八
女
市
と
八
女
文
化
連
盟
で
は
、

「
向
井
去
来
・
野
田
成
亮
顕
彰
碑
」

の
建
立
を
記
念
し
、
句
会
を
開
催

し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
９
月
19
日
㈰
11
時
～

⃝
会
場
＝
岩
戸
山
歴
史
資
料
館

⃝
嘱
目
＝「
岩
戸
山
古
墳
と
そ
の
周
辺
」

⃝
参
加
費
＝
５
０
０
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課（
☎
２
３・

１
９
８
２
）

⃝
日
時
＝
９
月
29
日
㈬
10
時
～
11

時
30
分
、
12
時
30
分
～
15
時
30
分

⃝
会
場
＝
長
峰
小
学
校

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
献
血
推

進
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　
市
内
外
、
老
若
男
女
大
ぜ
い
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝
期
日
・
集
合
場
所
＝
９
月
12
日

㈰
岩
戸
山
北
駐
車
場
集
合
、
９
時

出
発
※
小
雨
決
行
、
強
雨
時
は
９

月
19
日
㈰

⃝
コ
ー
ス
＝
岩
戸
山
（
車
）
～
広
川

ダ
ム
一
周
往
復
８
キ
ロ

⃝
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
５

０
円
（
保
険
料
含
む
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
久
木
原
さ
ん
（
☎

２
３
・
５
４
９
６
）

　
８
月
20
日
か
ら
25
日
ま
で
、
市

内
の
高
校
生
が
韓
国
で
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
お
土
産
の
抽
選

会
も
あ
り
ま
す
。

⃝
日
時
＝
９
月
11
日
㈯
19
時
～
21
時

⃝
会
場
＝
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
国
際
交
流

協
会
（
☎
２
４
・
１
２
５
０
）

　
放
生
会
・
町
屋
ま
つ
り
協
賛
第

６
回
西
勝
寺
寄
席
を
行
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
９
月
23
日
㈷
16
時
30
分
～

⃝
会
場
＝
西
勝
寺
（
本
町
80
）

⃝
内
容
＝
桂
小
春
団
冶「
真
宗
落
語
」

⃝
入
場
料
＝
２
千
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
西
勝
寺（
☎
２
４・

３
４
１
１
）

40
歳
ま
で
の
昼
食
会

　
福
島
で
は
燈
籠
人
形
前
に
塗
り

直
す
の
が
習
慣
だ
っ
た
と
い
う
自

然
素
材
の
塗
料
ベ
ン
ガ
ラ
柿
渋
塗

り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
日
時
＝
９
月
11
日
㈯
９
時
～
11
時

⃝
会
場
＝
本
町
２
６
４
（
西
古
松

町
・
丸
林
周
司
家
）
※
駐
車
場
は

八
女
市
役
所
・
堺
屋

⃝
申
し
込
み
＝
北
島
さ
ん
（
☎
０
９

０
・
８
４
１
３
・
６
１
２
８
）

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
㈳
日
本
ユ
ネ
ス

コ
協
会
連
盟
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未

来
遺
産
」
登
録
事
業
の
一
環
で
す
。

　
八
女
市
文
化
連
盟
連
合
会
設
立

を
記
念
し
て
、
文
化
連
盟
連
合
会
主

催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
10
月
３
日
㈰
13
時
30
分
～

15
時

⃝
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

第
29
回
人
形
原
句
碑
記
念
句
会

町
家
の
ベ
ン
ガ
ラ
柿
渋
塗
り
体
験

八
女
市
文
化
連
盟
連
合
会

設
立
記
念
文
化
講
演
会

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃク

ラ

ブ

Ｌ
Ｕ
Ｂ

少
年
の
翼
２
０
１
０
帰
国
報
告
会

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
０

お
寺
で
ラ
イ
ブ・西
勝
寺
寄
席

リ
ト
ル
ウ
ィ
ン
グ「
桃
太
郎
物
語
」

ＮＰＯ法人まなびっと八媛では、
昨年に引き続き「子どもゆめ基金」
の助成を受けて、子どもたちに本
に親しんでもらう催しを開きます。

　よみきかせ、ゲーム、クイズ、
粘土コーナー、ぬりえコーナーな
ど、なばた先生と一緒に遊びま
しょう。サイン会もあります。
⃝日時＝10 月17日㈰ 14 時～
入場無料、定員１５０人
⃝会場＝八女文化会館
新種こびと発見！コンテスト
あなたの発見した（考えた）こ
びとを描いて応募してください。
詳しくは市立図書館に設置して
いるチラシをご覧ください。

⃝日時＝10 月16日㈯ 13 時～
⃝会場＝上陽公民館
⃝対象＝小学生とその保護者
※9月15日㈬受付開始、先着10組
⃝参加費＝1組 500 円
⃝申し込み・問い合わせ＝ＮＰ
Ｏ法人まなびっと八媛（八女市
立図書館内☎２２・２５０４）

２０１０
ぶっくひろば

なばたとしたか こびとワールド

ヘンゼルとグレーテルの世界
～お菓子の家をつくろう～

「
は
ち
ひ
め
商
品
券
」

完
売
致
し
ま
し
た
。

ご
購
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
は
ち
ひ
め
商
品
券
使
用
期
限
＝

平
成
23
年
２
月
１
日
㈫

八女商工会議所
（☎２２・５１６１）
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パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
各
コ
ー
ス
先
着
18
人
で
９
月

６
日
㈪
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

《
パ
ソ
コ
ン
入
門
》

⃝
内
容（
日
程
）＝
10
月
７
日
、14
日
、

21
日
、
28
日
※
木
曜
日
10
時
～
12
時

《
ワ
ー
ド
２
０
０
７
》

⃝
内
容（
日
程
）＝
10
月
６
日
、13
日
、

20
日
、
27
日
、
11
月
10
日
※
水
曜

日
19
時
～
21
時

《
エ
ク
セ
ル
２
０
０
７
》

⃝
内
容（
日
程
）＝
10
月
７
日
、14
日
、

21
日
、
28
日
、
11
月
４
日
※
木
曜

日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
）

※
各
講
座
と
も
講
習
料
千
円
と
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

※
会
場
＝
八
女
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
旧
八
女
中
央
公
民
館
）

※
申
し
込
み
＝
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
（
☎
２
３・１
３
１
８
）

　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
の

を
対
象
に
講
習
を
行
い
ま
す
。
託

児
（
就
学
前
）
は
事
前
予
約
。

《
日
商
簿
記
３
級
検
定
》
※
定
員
10
人

⃝
期
日
＝
10
月
５
日
～
11
月
11
日

間
の
平
日
18
日
間
（
18
時
～
21
時
）

⃝
費
用
＝
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
料
と

し
て
７
７
５
０
円
程
度
自
己
負
担

⃝
締
切
＝
９
月
21
日
㈫

《
パ
ソ
コ
ン
初
級
》
※
定
員
20
人

⃝
期
日
＝
10
月
20
日・
22
日・
26
日・

27
日
の
４
日
間
（
９
時
30
分
～
16

時
30
分
）

⃝
費
用
＝
テ
キ
ス
ト
代
３
１
５
０
円

程
度
自
己
負
担

⃝
締
切
＝
10
月
４
日
㈪

⃝
開
催
場
所
＝
申
込
先
と
同
じ

⃝
申
込
先
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
内
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
３
１
、
N
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
２
３
）
へ
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
直
接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

に
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
竹
か
ご
（
縦
19
セ
ン
チ
×
横
26

セ
ン
チ
×
深
さ
５
セ
ン
チ
）
に
八
女

手
す
き
和
紙
を
張
り
合
わ
せ
ま
す
。

定
員
20
人
、
先
着
順
で
す
。

⃝
期
日
＝
９
月
18
日
㈯
13
時
30
分

～
16
時
30
分

⃝
受
講
料
＝
３
千
円
（
材
料
代
込
）

⃝
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
申
込
先
＝
同
館（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　
八
女
弓
道
会
主
催
で
す
。
９
月

末
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
対
象
＝
18
歳
～
60
歳
の
男
女

⃝
期
間
＝
10
月
～
12
月
の
毎
週
水
・

金
曜
日
20
時
30
分
～
22
時

⃝
会
費
＝
５
千
円

⃝
場
所
＝
八
女
市
体
育
館
弓
道
場

⃝
申
込
先
＝
み
や
ざ
き
内
科
・
柴

田
さ
ん
（
☎
３
７
・
０
０
０
８
）

　
　

　
砂
利
採
取
に
伴
う
災
害
防
止
に

関
し
て
必
要
な
知
識
・
技
能
に
つ

い
て
の
試
験
で
す
。

⃝
試
験
日
＝
11
月
12
日
㈮

⃝
試
験
地
＝
吉
塚
合
同
庁
舎
（
福

岡
市
博
多
区
）

※
願
書
配
布
＝
９
月
13
日
㈪
～
10

月
８
日
㈮
、
願
書
受
付
＝
９
月
21

日
㈫
～
10
月
15
日
㈮

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
工
業
保
安
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
４
３
８
）

⃝
訓
練
科
名
＝
自
動
車
整
備
科
・

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

⃝
募
集
期
間
＝
９
月
１
日
㈬
～
10

月
22
日
㈮

⃝
選
考
日
＝
11
月
11
日
㈭
　

⃝
応
募
資
格
＝
来
年
３
月
高
校
か

高
校
以
上
の
学
校
卒
業
予
定
者

⃝
訓
練
期
間
＝
平
成
23
年
４
月
～

平
成
25
年
３
月
（
２
年
間
）

⃝
経
費
＝
授
業
料
無
料
、
教
科
書

代
等
と
し
て
約
10
万
円
程
度
必
要

※
10
月
14
日
㈭
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
し
ま
す
。
要
予
約
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
高
等
技

術
専
門
校
（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・

８
７
９
５
）

教
室
・
講
座

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
座

一い
っ
か
ん
ば
り

閑
張
教
室

弓
道
初
心
者
教
室

砂
利
採
取
業
務
主
任
者

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

区　分 社会人
特別選抜

一般入学
試験（前期）

一般入学
試験（後期）

募集人員 40人
出願期間 10/12 ～11/1 11/8 ～12/6 1/31～ 2/21
入試日 11月7日㈰ 12 月12日㈰ 2 月27日㈰

入試科目 小論文・面接 国語・数学・
小論文・面接

国語・数学・
小論文・面接

問い合わせ 八女筑後看護専門学校准看護科☎23・6284

区　分 特別選抜
入学試験

一般入学
試験（前期）

一般入学
試験（後期）

募集人員 40人
出願期間 9/27～10/18 10/25～11/22 1/24～2/14
入試日 10 月23日㈯ 11月28日㈰ 2 月20日㈰

入試科目 小論文・面接
一般教養（国語）・
専門科目（看

護全般）・面接

一般教養（国語）・
専門科目（看

護全般）・面接
問い合わせ 八女筑後看護専門学校看護科☎24・4877

平成 23 年度　看護学生募集
▼准看護科

▼看護科

　八女市の祭りに積極的に
活用されている“竹灯明”は、
祭りに訪れる人 に々感動と心
の安らぎを与えています。竹
灯明普及のため、製作に関
わる人材を育成します。
★対象者＝竹灯明製作に興味がある人
★日時＝１０月１７・２４・３１日（日）
★講習内容＝《１日目》竹灯明のデザイン、
機材の使用方法《２日目》彫り方、研磨の
仕方《３日目》竹の油抜きの仕方、塗装
★場所＝夢たちばなビレッジ
★参加費＝ 2 千円（材料代）
★募集人員＝ 30 人
★締切＝９月30日（木）
★申込・問い合わせ＝夢たちばな竹工房・
三澤さん（☎ 090・8915・2334）

H22 年度八女市市民との協
働によるまちづくり提案事業

竹灯明作成リーダー育成講座

受
講
生

募
集
！

市では、八女市本村字榎町の住宅用地「い
ちょうの杜」を分譲しています。残り２区画
となっています。詳細は、八女市ホームペー
ジをご覧になるかお問い合わせください。
⃝問い合わせ＝会計課（☎２３・１６３７）

区画番号 地積（㎡） 分譲価格（円）
４ ２４１．８５ １０,４２３,０００
５ ２７２．６０ １１,３３８,０００

「
い
ち
ょ
う
の
杜
」

分
譲
中

残り２
区画！
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市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育
館
や

運
動
場
・
武
道
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
「
利
用
者
の
会
（
要

団
体
登
録
）」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
10
月
利
用
者
の
会
》

⃝
期
日
＝
９
月
25
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
13
時
30
分
（
福
島
小
、

長
峰
小
、
福
島
中
）、
14
時
15
分
～
（
八

幡
小
、岡
山
小
、西
中
）、15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、南
中
）、15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、

川
崎
小
、
北
川
内
小
、
見
崎
中
、
上
陽
中
）

　

だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
教
室
。
参
加
無
料
、
室
内
用
運
動
靴

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
チ
ビ
ー
な
ど

⃝
日
時
＝
９
月
11
日
㈯
・
25
日
㈯
20
時
～

⃝
総
合
開
会
式
＝
10
月
10
日
㈰
８
時
30
分
～

⃝
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館
前
広
場

※
雨
天
時
は
球
技
場

⃝一
般
参
加
が
で
き
る
競
技
を
含
め
、
15

競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
※
詳
し
く
は
総

合
体
育
館
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
》

▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

（
体
力
テ
ス
ト
や
囲
碁
ボ
ー
ル
や
シ
ャ
ッ

フ
ル
ボ
ー
ド
が
楽
し
め
ま
す
）

⃝
日
時
＝
10
月
10
日
㈰
▼
午
前
の
部
10
時

～
12
時
▼
午
後
の
部
13
時
～
15
時
30
分

⃝
会
場
＝
上
妻
小
学
校
体
育
館

⃝
参
加
費
＝
無
料

※
参
加
申
込
不
要
（
当
日
開
催
時
間
内
に

受
付
）。
室
内
用
運
動
靴
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
６
人
制
）
の
大
会

⃝
日
時
＝
10
月
10
日
㈰
10
時
～

⃝
会
場
＝（
１
部
）八
女
市
総
合
体
育
館・

（
２
部
）
三
河
小
学
校

⃝
定
員
＝（
１
部
）48
チ
ー
ム
、（２
部
）16
チ
ー
ム

⃝
申
込
期
間
＝
９
月
11
日
㈯
～
25
日
㈯

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め

る
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い

⃝
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館
前
広
場

（
小
運
動
場
）
※
雨
天
時
は
剣
道
場

⃝
申
込
期
間
＝
９
月
５
日
（
日
）
～

⃝
参
加
費
＝
会
員
無
料
、一
般
１
０
０
円

⃝
日
時
＝
９
月
25
日
㈯
10
時
～

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
事
務

局（
総
合
体
育
館
内
）
☎
２
４
・
１
３
４
０

⃝
日
時
＝
９
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰
県
民

体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
19
日
９
時
～

八
女
市
弓
道
場
に
お
い
て
弓
道
競
技
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
※
詳
し
く
は
総
合

体
育
館
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
八
女
市
で
は
毎
年
「
緑
の
募
金
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
募
金
は
㈶
福

岡
県
水
源
の
森
基
金
に
よ
り
、
国
土

の
緑
化
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
約
半
分
は
市
へ
交
付
金
と
し
て

還
元
さ
れ
、
苗
木
の
配
布
や
地
域
の

緑
化
に
取
り
組
む
団
体
へ
の
助
成
事

業
等
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
緑

と
水
の
豊
か
な
郷
土
を
築
き
、
子
ど

も
た
ち
の
限
り
な
い
未
来
の
た
め
、

募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
実
施
期
間
＝
９
月
１
日
㈬
～
10
月
31
日
㈰

⃝
実
施
方
法
＝
各
行
政
区
に
依
頼

緑
の
募
金
助
成
事
業
に
つ
い
て

　
八
女
市
緑
づ
く
り
推
進
協
議
会

で
は
、
緑
の
募
金
を
も
と
に
、
市

民
に
よ
る
健
全
な
森
林
づ
く
り
、

緑
ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り
の
推
進

な
ど
地
域
の
緑
化
に
取
り
組
む
団

体
を
対
象
に
15
万
円
を
限
度
に
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。

⃝
対
象
事
業
＝
行
政
区
や
団
体
が
実

施
す
る
、
地
域
の
公
共
施
設
等
の
緑

化
事
業
（
新
規
植
栽
に
限
る
）
な
ど

⃝
申
込
締
切
＝
10
月
末
日
※
詳
細

は
回
覧
板
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
林
業
振
興

課
（
☎
２
３
・
１
１
６
８
）

黒
木
総
合
支
所（
☎
４
２・１
１
１
６
）

立
花
支
所
（
☎
２
３
・
４
９
４
０
）

上
陽
支
所
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

矢
部
支
所
（
☎
４
７
・
３
１
１
３
）

星
野
支
所
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

約
の
人
を
優
先
し
ま
す
。
相
談
無
料
。

☆
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
通
話
無
料
）

０
１
２
０
・
０
８
・
１
７
４
４

☆
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
（
通
話
有
料
）

０
５
７
０
・
０
８
・
１
７
４
４

⃝
期
間
＝
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

⃝
時
間
＝
①
平
日
14
時
～
20
時

②
土
曜
13
時
～
18
時

※
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

⃝
場
所
＝
博
多
偕
成
ビ
ル
９
階
９
０
５
号

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
社
会
保
険
労
務
士
会

事
務
局（
☎
０
９
２・４
１
４・８
７
７
５
）

　
遊
休
農
用
地
の
解
消
や
農
用
地

の
有
効
利
用
の
た
め
、
安
心
し
て
農

用
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る
「
農
用

地
利
用
集
積
事
業
」
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
約
束
の
期
限
が

く
る
と
離
作
料
な
し
で
農
用
地
が
確

実
に
貸
手
に
返
っ
て
き
ま
す
。
農
用

地
の
新
規
貸
借
や
再
設
定
を
行
う

人
は
本
庁
農
業
振
興
課
お
よ
び
各

支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
受
付
期
間
＝
９
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
農
業
振
興

課
（
☎
２
３
・
１
１
１
８
）

黒
木
総
合
支
所（
☎
４
２・１
１
１
５
）

立
花
支
所
（
☎
２
３
・
４
９
４
０
）

上
陽
支
所
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

矢
部
支
所
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

星
野
支
所
（
☎
５
２
・
３
１
１
１
）

　
9
月
10
日
の
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
に
ち
な
ん
で
弁
護
士
や
保
健

師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
。
３
日
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
・
場
所
＝
▽
９
月
13
日
㈪

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
▽
９
月
14
日
㈫

～
17
日
㈮
八
女
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
旧
中
央
公
民
館
）
※
時
間

は
13
時
30
分
～
15
時

⃝
内
容
＝
多
重
債
務
（
負
債
・
借

金
）、養
育
費
な
ど
の
経
済
的
問
題
、

婚
姻
・
離
婚
問
題
、
雇
用
問
題
、

生
活
困
窮
な
ど

⃝
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
黒
木
総
合
支

所
保
健
福
祉
課
（
☎
４
２・１
１
１
４
）

　
労
働
時
間
に
関
す
る
相
談
、
労
働

災
害
等
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
電

話
相
談
は
予
約
不
要
で
す
が
、
直
接
対

面
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
事
前
予

労
働
時
間
等
相
談
セ
ン
タ
ー

緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

小
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
ペ
タ
ン
ク
大
会

県
民
体
育
大
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

市
民
体
育
大
会
の
お
知
ら
せ

安
心
し
て
農
用
地
の
貸
し
借
り
を

こ
こ
ろ
と
体
と
法
律
相
談

①家屋を取りこわしたら
住宅や倉庫など家屋の取り
こわしをしたら、「解家届」
の手続きをしてください。
②所有者が亡くなられたら
固定資産の所有者が亡くなられたら

「相続人代表者指定届」の手続きを
してください。用紙は八女市役所、
各支所の窓口にあります。
⃝問い合わせ＝八女市役所税務課
固定資産税係（☎ 23・1112）

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

ポス
ー
ツ

問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

秋
！総合
体
育
館
か
ら
お
知
ら
せ

の
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◦ 9 月16日（※ 9/6 予約開始）・10 月
　7日（※ 9/27 予約開始）相談日はい
　ずれも木曜日13 時～ 16 時／法務局
　八女支局　※要予約☎２３・２６０３
◦ 9 月10 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時／
　社会福祉会館※要予約☎ 23・0294
◦ 9 月17 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
　　※要予約☎４２・２１３１
◦ 9 月 24 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域福祉センター（上陽）
　　※要予約☎５４・３００３
◦ 9 月 17 日㈮ 10 時～ 12 時／八女商
　工会議所　※要予約☎２２・５１６１

多重債務相談
◦毎週火曜 13 時 30 分～ 16 時／社会
　福祉会館※要予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦毎週月・水・金曜８時30分～16時30分  
　／八女市役所消費生活相談室
　　☎２３・１１８３
男女共同参画推進支援委員相談
◦9 月 9 日㈭ 13 時 30 分～ 16 時 30 分
　／男女共同参画・生涯学習課
　※要予約☎２３・１３１４
女性相談
◦9 月21日㈫９時～12時 / 働く婦人の家
なんでも人権相談
◦ 9 月 3 日㈮ 13 時～ 16 時
　／社会福祉会館
◦ 9 月 8 日㈬ 13 時～ 16 時
　／立花市民センター（立花）
◦ 9 月10 日㈮ 13 時～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
行政相談
◦9月2日㈭13時～16時／社会福祉会館
◦ 9 月13 日㈪ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域福祉センター（上陽）
◦9 月1日㈬、15 日㈬９時30 分～12 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦9 月15 日㈬９時～ 12 時
　／立花市民センター（立花）
司法書士相談
◦ 9 月10 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時

　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 9 月17 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／社会福祉会館
心配ごと相談
◦ 9 月 1日㈬、15 日㈬、29 日㈬、13
　時 30 分～ 16 時／社会福祉会館
◦ 9 月 8 日㈬、22 日㈬ 13 時 30 分～
　16 時／地域福祉センター（上陽）
◦ 9 月1日㈬、15日㈬ 9 時 30 分～12
　時／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 9 月8日㈬、22日㈬９時 30 分～12時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
税務相談
◦9月13日㈪10時～15時／商工会議所
社会保険相談
◦9月15日㈬10時～15時／商工会議所
不動産相談
◦9月22日㈬13時～15時／商工会議所
日本政策金融公庫相談
◦9月3日㈮13時～15時／商工会議所
創業・経営支援相談
◦9月21日㈫13時30分～16時30分／　
　商工会議所※要予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談
◦ 9 月21日㈫ 13 時～ 14 時 30 分／
　八女市役所 102 会議室
◦ 9 月 9 日㈭９時～ 10 時
　／地域福祉センター（上陽）
◦ 9 月10 日㈮・21日㈫ 10 時～ 12 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦ 9 月 7 日㈫・21日㈫ 10 時～ 12 時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
◦9月22日㈬10時～12時／星野支所

家庭児童相談室
◦平日９時 30 分～ 16 時
　／市役所内（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜 10 時～ 16 時
　／黒木総合支所（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14 時 30 分～ 16 時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）要予約

　☎ 0944・72・2176
エイズ検査とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14 時～ 15 時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁
　舎（八女総合庁舎）
　（☎０９４４・７２・２８１２）

教育相談
◦平日９時～17時／八女市教育研究所
　（☎０１２０・７８４・１１０）
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
　所（☎０９４２・５２・４９４９）
交通事故相談
◦平日９時30分～12時・13時～16時40分
　／日本損害保険協会
　（☎０９２・７１３・７３１８）
犯罪被害者相談電話
◦平日９時～ 18 時／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分
　／南筑後保健福祉環境事務所
　（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９時～ 12 時・13 時～ 17 時／
福岡財務支局（☎０９２・４１１・７２９１）
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18 時～ 20 時／福岡県青年司法
　書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19時～ 20時／福岡県青年
司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）

無料法律相談

その他の相談

電 話 相 談

▼人口と世帯（8月１日現在）  ▼ 7 月の異動
人　口 70,513  (- 40) 出生 47 人

男 33,217  (- 16) 死亡 72 人
女 37,296  (- 24) 転入 101 人

世帯数 23,882  (+20) 転出 116 人
　※（　）内は前月比

火災出火件数     2件 （  25件）
救急出動件数 297件   （1821件）
救急搬送人数 278人 （1737人）

※（　）内は 1 月からの累計
発生件数 47件 （297件）
傷　　者 56人 （368人）
死　　者 0人 （3人）

※（　）内は 1 月からの累計
●国民健康保険税・介護保険料（第3期）
●後期高齢者医療保険料（第3期）
●市営住宅家賃
●保育料

納期限・口座振替日は9月30日（木）
※納税は安全便利な口座振替をご利用ください。
※納期限内の納付にご協力ください。延滞金が加算
されることがあります。

7 月の
火災・救急
の状況

7 月の
交通事故
の状況

9 月に
納めるもの

　家庭児童相談室では、子どもの不登校、
養育、発達等家庭の問題について家庭児
童相談員が、本庁および黒木総合支所で
相談をお受けしています。相談を希望され
る場合は、子育て支援課（☎ 23・1448）
に予約をお願いします。

相談はお気軽にどうぞ

広報やめ　2010.9.121

◆後期高齢者の健康診査について◆後期高齢者医療制度の被保険者を対象に健康診査を実
施しています。22 年度の受診期限は 23 年３月 31日までです。まだ受診していない人は指
定医療機関等でお早めに受診をお願いします。受診票が見あたらない場合は再発行をいたし
ますので、お問い合わせください。（県後期高齢者医療広域連合☎０９２・６５１・３１１１）



▼
西
短
大
附
の
甲
子
園
出
場

に
わ
い
た
今
年
の
夏
。選
手
や
関
係

者
な
ど
の
皆
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
夢

と
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
日
川
戦
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド

の
熱
気
、
一
体
感
は
ま
ぎ
れ
も
な
く

日
本
一
の
応
援
で
し
た
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
暑
か
っ
た
夏
も
よ
う
や
く
過
ぎ
、

実
り
の
秋
、
祭
り
の
秋
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
た

八
女
地
方
は
祭
り
も
多
彩
。た
く
さ

ん
の
皆
様
に
出
会
え
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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田中 成
せ い ら

麗ちゃん 星野 花
は な

和ちゃん 山下 葵
あおい

ちゃん 緒方 大
たいしん

心ちゃん

杉山 優
ゆ う ひ

灯ちゃん 浦部 璃
り あ

空ちゃん 大隈 梓
あ ず ま

真ちゃん 大坪 駿
しゅん

ちゃん 石井 飛
あ す か

鳥ちゃん

金子 ひよりちゃん

島 ここみちゃん

原 祥
あ き と

翔ちゃん

古賀 莉
り お ん

音ちゃん

髙尾 悠
ゆ う と

翔ちゃん

古家 清
せ い た ろ う

太郎ちゃん 新原 朱
あ や の

乃ちゃん 大坪 勇
ゆ う き

気ちゃん

鴫山 颯
そ う し

志ちゃん 樋口 龍
りゅうのすけ

之介ちゃん 内藤 悠
ゆ ら

来ちゃん

Ｈ21年9月9日生（兼松） Ｈ21年9月8日生（光） Ｈ21年9月4日生（長野） Ｈ21年9月2日生（今）

Ｈ21年9月16日生（川犬） Ｈ21年9月15日生（忠見） Ｈ21年9月14日生（龍ヶ原） Ｈ21年9月13日生（吉田） Ｈ21年9月13日生（吉田）

Ｈ21年9月1日生（祈祷院）

Ｈ21年9月21日生（吉田）

Ｈ21年9月28日生（岩崎）

Ｈ21年9月18日生（馬場）

Ｈ21年9月28日生（蒲原）

Ｈ21年9月17日生（蒲原） Ｈ21年9月17日生（北矢部） Ｈ21年9月17日生（蒲原）

Ｈ21年9月25日生（土窪） Ｈ21年9月23日生（忠見） Ｈ21年9月23日生（北木屋）

１
歳
お
め
で
と
う
。
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
し
て
素
敵
な
女
の
子
に

な
っ
て
ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
い
っ
ぱ

い
食
べ
て
遊
ん
で
大
き
く
な
っ
て

ね
！

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か

ら
も
兄
妹
仲
良
く
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ

う
ね
っ
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
家
族
み

ん
な
大
心
の
成
長
を
楽
し
み
に
し

て
る
よ
！

あ
た
た
か
い
優
し
さ
を
灯
せ
る
女

の
子
に
な
っ
て
ね
♡
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
‼

笑
顔
が
か
わ
い
い
璃
空
ち
ゃ
ん
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆

あ
ず
Ｍ
Ａ
Ｘ
。
お
誕
生
日
お
め

で
と
う
。
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
に

育
っ
て
ね
。

駿
、
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
元

気
で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
。

１
歳
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か
ら
も

カ
ワ
イ
イ
笑
顔
で
み
ん
な
を
い
や

し
て
ね
♡

素
敵
な
笑
顔
を
い
つ
も
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い

育
っ
て
ね
♡

１
歳
お
め
で
と
う
。
こ
こ
み
の
笑

顔
が
大
ス
キ
よ
‼
す
く
す
く
元
気

に
育
っ
て
ね
♡

心
も
体
も
強
く
大
き
く
育
っ
て

ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か

ら
も
そ
の
笑
顔
で
み
ん
な
を
幸
せ

に
し
て
ね
♡

甘
え
ん
坊
悠
く
ん
、笑
顔
の
た
え

な
い
元
気
な
子
に
育
っ
て
ね
。

祝
１
歳
☆
お
め
で
と
う
！
心
豊
か

に
、
体
す
こ
や
か
に
大
き
く
な
ぁ

れ
♡
♡

み
ん
な
の
元
気
の
源
は
あ
な
た
の

笑
顔
だ
よ
♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
ね
‼

美
咲
ち
ゃ
ん
、
げ
ん
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
ね
♡
勇
気
を
も
っ
て
た
く
ま

し
く
育
て
‼

お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
に
負

け
ず
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
。

２
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
が

大
好
き
な
龍
く
ん
。
龍
の
笑
顔
で

家
族
も
笑
顔
。

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
、
あ
り
が

と
う
。ゆ
っ
た
り
、ど
っ
し
り
、育
っ

て
ね
。

標
高
４
６
０
メ
ー
ト
ル
、
広
大
で

自
然
豊
か
な
山
あ
い
に
建
つ
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
八
女
。
温
泉
館
く
つ
ろ
ぎ
の
湯

の
大
浴
場
の
洗
い
場
は
畳
。
す
べ
り
に

く
く
小
さ
い
お
子
さ
ま
か
ら
ご
年
配

ま
で
安
心
し
て
入
浴
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
天
然
温
泉

で
、
露
天
風
呂
も
あ
り
自
然
を
楽
し

み
な
が
ら
の
ん
び
り
。

日
ご
ろ
の
疲
れ
を
い
や
し
た
い
！
そ

ん
な
あ
な
た
に
オ
ス
ス
メ
す
る
の
は
森

林
セ
ラ
ピ
ー
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
と

そ
の
周
辺
は
平
成
20
年
４
月
に
県
内

で
初
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
私
も
以
前
森
林
セ
ラ
ピ
ー

体
験
に
参
加
し
、
基
地
内
の
３
つ
の
セ

ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
な
か
の
「
熊
笹
と
湖

の
小
道
」
を
歩
き
ま
し
た
。
森
の
香

り
や
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、
そ
し
て
足

を
止
め
、
き
り
か
ぶ
の
ベン
チ
に
座
り
、

ま
ぶ
た
を
閉
じ
て
深
呼
吸
す
る
と
疲

れ
も
吹
き
飛
び
、
身
も
心
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
。
昼
食
は
地
元

の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
お
い
し
い

手
作
り
の
森
林
セ
ラ

ピ
ー
弁
当
を
い
た
だ

き
大
満
足
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
地
元

の
新
鮮
野
菜
や
特
産
品
が
並
ぶ
黒
木

ふ
る
さ
と
市
場
、フ
ッ
ト
サ
ル
も
で
き

る
森
の
ド
ー
ム
広
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
十
分
に

楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
に
向
か

う
途
中
の
渡
内
公
園
「
有
明
海
の
見

え
る
丘
」。
地
元
の
人
々
を
中
心
に
植

樹
が
行
わ
れ
、
階
段
や
遊
歩
道
も
整

備
さ
れ
、
澄
み
き
っ
た
晴
れ
の
日
に
は

有
明
海
を
望
む
事
が
で
き
る
ん
で
す
。

こ
こ
か
ら
見
る
有
明
海
に
沈
む
夕
日

は
最
高
！

秋
風
を
感
じ
る
季
節
、
家
族
や
友

達
と
一
緒
に
、
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
い
や

し
の
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

●宿泊「ホテル」１泊２食 9,500円～／「コテー
ジ」１棟 12,600円～ ●レストラン「クレアチュール」 
花かごランチ 1,050円／黒木産和牛ステーキ定食 
1,980円 ●宴会3,500円～（要予約）※大小宴会
承ります（10人以上送迎あり）●温泉「くつろぎの
湯」 大人500円/子ども250円 ●森林セラピー昼食
のご案内 レストランセラピーランチ 1,500円／セラ
ピー弁当 800円（要予約） ●森林セラピーに関する
問い合わせ＝八女市黒木総合支所産業経済課（☎
４２・１１１５） ●森林セラピー申し込み先＝くつろぎ
の森グリーンピア八女（☎４２・２４００）　
http://www.greenpia-yame.com/
※本ページ右下のサービス券を持参されると「くつ
ろぎの湯」の入浴料を100円割引。ただし、ほかの割
引との併用は不可。１枚で4人まで利用可。

と
こ
巡
り

よ
か

第
２
回

の
く
に

茶

い
や
し
の
空
間

く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ーンピ
ア
八
女

茶
の
く
に

 サ
ー
ビ
ス
券

有効
期限

Ｈ2
2.９
月末

（グ
リー
ンピ
ア八
女）

※他
の割
引券
との
併用
不可

くつ
ろぎ
の
湯
入
浴
料

10
0円
割
引

おたんじょうびおめでとう

♥

柴田おすす
め

森林セラピ
ー

編
集
後
記


